
笑
う
ま
ち
に
は
福
来
る

支え合いと元気な地域のピースが増えていき
目指すまちの姿が見えてくる

地
域
支
え
合
い
活
動
事
例
集

第
二
版

〇市内６４地区の
事例を紹介

〇支え合いのヒント
がここにある
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め
に
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支
え
合
い
の
レ
シ
ピ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
2

我
が
ま
ち
の
支
え
合
い
活
動

①

倉
敷
（
倉
敷
東
・
万
寿
・
万
寿
東
・
倉
敷
西
・
粒
江
・
老
松
・
中
洲

・
・
4

大
高
・
葦
高
・
倉
敷
南
・
中
島
・
西
阿
知
・
帯
江
・
豊
洲

中
庄
・
天
城
・
茶
屋
町
・
庄
・
菅
生
）

②

水
島
（
第
四
福
田
・
第
五
福
田
・
水
島
・
第
一
福
田
・
第
二
福
田

・
・
14

第
三
福
田
・
連
島
東
・
旭
丘
・
連
島
神
亀
・
連
島
西
浦

連
島
南
・
霞
丘
・
連
島
北

）

③

児
島
（
琴
浦
東
・
琴
浦
北
・
琴
浦
南
・
琴
浦
西
・
児
島
・
緑
丘

・
・
21

味
野
・
本
荘
・
赤
崎
・
下
津
井
東
・
下
津
井
西
・
郷
内
）

④

玉
島
（
上
成
・
乙
島
・
乙
島
東
・
玉
島
・
柏
島
・
玉
島
南
・
沙
美

・
・
27

南
浦
・
長
尾
・
富
田
・
穂
井
田
）

⑤

船
穂
（
船
穂
・
柳
井
原
）

・
・
33

⑥

真
備
（
川
辺
・
岡
田
・
薗
・
二
万
・
箭
田
・
呉
妹
・
服
部
）

・
・
34

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
つ
な
ぎ
ま
す
！

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
裏
表
紙

も く じ
C o n t e n t s



は

じ

め

に

現
在
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
自
然
災
害
や
世
界
規
模
で
の
感
染
症
の
流
行
と

い
っ
た
急
激
な
社
会
問
題
が
重
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
種
類
や
特
徴
は
様
々
で
す
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
お
互
い
さ
ま
の
意
識
・
文
化
・

関
係
性
も
ま
た
、
同
じ
地
域
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
多
様
な
支
え
合
い
活
動
を
私
た
ち
は
「
地
域
の
宝
物
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
主
役
で
あ
る
住
民
だ
か
ら
で
き
る
発
想
や
方
法
を
持
ち

寄
り
な
が
ら
、
同
じ
地
域
の
一
員
で
あ
る
関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ

と
で
生
み
出
さ
れ
る
「
地
域
の
宝
物
」
は
新
た
な
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
、

一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
（
福
祉
）
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
「
笑
う
ま
ち
に
は
福
来
る
」
は
、
倉
敷
市
内
で
宝
物
の
よ
う

に
輝
く
各
地
区
で
の
支
え
合
い
活
動
を
ま
と
め
た
事
例
集
で
す
。
活

動
か
ら
広
が
る
支
え
合
い
の
魅
力
と
可
能
性
を
感
じ
取
っ
て
い
た
た

だ
き
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

1



そ
し
て
支
え
合
い
に
も
う
一
つ
必
要
な
こ
と
は
、
腹
を
わ
っ
て
話
し
合
う

こ
と
。
個
人
の
で
き
る
こ
と
や
地
域
の
実
情
な
ど
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
や

暮
ら
し
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
、
し
っ
か
り
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
に
は
様
々
な
話
し

合
う
場
が
あ
り
ま
す
。

井
戸
端
会
議
（
お
し
ゃ
べ
り
）

身
近
な
情
報
交
換

仕
組
み
づ
く
り
の
作
戦
会
議

小
地
域
ケ
ア
会
議

な
ど

小
地
域
ケ
ア
会
議
と
は…

主
に
小
学
校
区
単
位
で
、

地
域
に
密
着
し
た
視
点
を
持

ち
、
課
題
を
把
握
し
て
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
住
民

と
専
門
職
が
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
話
し
合
う
場
で
す
。

腹をわって話し合う！

地
域
性

支
え
合
い
の
「
支
」
の
字
は
、
＋
・
一
・×

で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

互
い
の
暮
ら
し
に
関
心
を
持
ち
合
い
な
が
ら
た
さ
れ
て
い
く
つ
な
が
り
や

関
係
性
は
、
暮
ら
し
の
不
安
や
心
配
を
ひ
く
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
思
い

や
活
動
を
か
け
あ
わ
せ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
支
え
合
い
の
仕
組
み
は
、
個
人

や
地
域
の
安
心
や
元
気
を
生
み
出
し
ま
す
。

※真備の川辺地区の小地域ケア会議は、地域の課題
やできることを腹を割って話し合うことを目的に、
「腹を割って話そう会」という名称にしています。

ひ
い
て
い
く

・
不
安

・
心
配

・
孤
独

・
不
満

・
悲
し
み

・
諦
め

・
で
き
な
い
こ
と

実
情

本
音

支

え

合

い

の

レ

シ

ピ

１
支
え
合
い
に
必
要
な
も
の

＋
た
す
－
ひ
く
×
か
け
る
÷
わ
る

た
し
て
い
く

・
日
常
の
つ
な
が
り

・
な
じ
み
の
関
係
性

・
地
域
愛

・
支
え
合
い
意
識

か
け
あ
わ
せ
る

・
活
動

・
想
い

・
仲
間

・
世
代

・
ア
イ
デ
ア

・
で
き
る
こ
と

2※「支え合いに必要な＋・－・×・÷」の資料は、一般社団法人 Wellbe Design 理事長 篠原 辰二氏 作成資料を基に作成しています。



支
え
合
い
の
形
は
様
々
。
支
え
る
側
、
支
え
ら
れ
る
側
と
い
う
一
方
通
行
で
は

な
く
、
時
に
は
支
援
を
受
け
な
が
ら
も
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
で
地
域
を
元
気
し

て
い
る
担
い
手
も
い
ま
す
。
お
互
い
さ
ま
の
支
え
合
い
か
ら
は
「
支
え
て
」
と

「
支
え
手
」
の
垣
根
を
超
え
て
、
生
き
が
い
や
喜
び
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
は…

地
域
の
住
民
同
士
が
、
自
分
た
ち
の
生
活
す
る

地
域
の
生
活
・
福
祉
課
題
や
困
り
ご
と
を
自
分
た

ち
自
身
の
問
題
と
受
け
止
め
、
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
・
協
働
し
な
が
ら
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考

え
、
実
行
し
て
い
く
住
民
主
体
の
活
動
団
体
で
す

（
以
下
、
こ
の
事
例
集
で
は
地
区
社
協
と
称
し
ま
す
）

次
項
か
ら
は
、
市
内
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
支
え
合
い
活
動
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

（
次
項
か
ら
紹
介
す
る
「
わ
が
ま
ち
の
様
子
」
の
統
計
デ
ー
タ
は
、
令
和
３
年
12
月
現
在
の
も
の
で
す
）

誰
か
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
そ
の
数
だ
け
支
え
合
い

は
存
在
し
ま
す
。
つ
な
が
り
方
・
支
え
方
・
活
動
範
囲
や

内
容
は
、
地
域
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
な
の
が
当
た
り
前
な

の
で
す
。

左
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
一
枚
一
枚
が
倉
敷
市
内
で
行
わ
れ

て
い
る
交
流
や
支
え
合
い
活
動
の
写
真
で
で
き
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」
そ
ん
な
支
え
合
い
の

ピ
ー
ス
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
目
指
す
「
支
え
合
い

の
ま
ち
倉
敷
」
は
鮮
や
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

◀このポスターは令和３年に
行われた「生きがい・助け合
いサミットin神奈川」のポス
ターセッションの部で全国６
位として表彰されました。

身
近
な
つ
な
が
り

・
あ
い
さ
つ

・
見
守
り

・
声
か
け

・
寄
り
添
い

・
お
す
そ
分
け

通
い
の
場

・
仲
間
づ
く
り

・
健
康
づ
く
り

・
生
き
が
い
づ
く
り

ち
ょ
っ
と
し
た

困
り
ご
と
の
支
援

・
ゴ
ミ
出
し

・
買
い
物

・
草
刈
り

・
相
談

・
簡
単
な
修
理

地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動

・
世
代
間
の
交
流

・
仕
組
み
づ
く
り

・
地
域
課
題
の
解
決

3 

２
支
え
合
い
か
ら
生
ま
れ
る
活
動

３
支
え
合
い
は
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い



来年の干支のちぎり絵を和気あいあいと作成中。

エ
グ
ゼ
友
の
会

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
住
民
同
士
の
関

わ
り
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
が
、

倉
敷
東
学
区
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
、
「
エ
グ
ゼ
友
の
会
」
と
い
う
サ

ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
集
会
室
に
定
期

的
に
集
ま
り
、
体
操
や
小
物
作
り
、

会
食
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

代
表
の
石
井
操
さ
ん
の
明
る
い
人

柄
に
惹
か
れ
て
人
が
集
い
、
会
場
内

は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
被
災

し
、
真
備
地
区
か
ら
転
居
し
て
こ
ら

れ
た
方
も
、
こ
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し

て
今
で
は
す
っ
か
り
馴
染
ん
で
い
ま

す
。
時
に
は
絵
手
紙
の
講
師
を
務
め

る
な
ど
、
役
割
を
持
っ
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

定期的に集まることで、マンション内で
新しいつながりが広がっています。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

「
地
域
に
根
差
し
た
事
業
所
に
な
る

た
め
に
何
か
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
平
田
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
創
心

福
祉
会
で
は
、
職
員
や
地
域
住
民
か
ら

集
め
た
物
資
を
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
へ

提
供
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

や
交
流
を
行
う
「
パ
ン
ト
リ
ー
平
田
」

を
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
も
増
え

て
い
き
、
活
動
が
地
域
住
民
に
も
認
知

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

「
こ
の
取
り
組
み
を
他
の
地
区
で
も

広
め
て
い
き
た
い
」
と
、
茶
屋
町
で
介

護
保
険
事
業
を
し
て
い
る
創
心
會
の
事

業
所
で
も
パ
ン
ト
リ
ー
会
が
開
か
れ
、

お
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

わがまちの様子

創
心
福
祉
会

パ
ン
ト
リ
ー
平
田

総人口 ７，０４２人

高齢化率 ２８．３３％

高齢者
支援センター 倉敷中部

地域の
トピック

「旭町ふれあいセンター」等
のサロン活動や地区社協活動
に高齢者支援センターも関わ
りを持ち、連携しながら地域
のつながりを作っています。

総人口 １５，９７３人

高齢化率 ２６．３１％

高齢者
支援センター 倉敷中部

地域の
トピック

万寿地区の民生委員は、高齢
者対象のふれあいサロンだけ
でなく、赤ちゃんとお母さん
を対象の親子トトロの会も開
催され、幅広い世代への支援
を心掛けています。

わがまちの様子

地元の民生委員とも連携しながら、毎月開催しています。

子育て支援も意識して、おもちゃを
中心とした物資も沢山集まっています。
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歩く会では、歴史ある町並みを巡りながら、
ウォーキングを楽しみます。

大
島
盛
春
会
の
同
好
会
活
動

大
島
会
館
を
主
な
会
場
に
歩
く

会
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
10
の

同
好
会
活
動
を
行
う
「
大
島
盛
春

会
」
は
、
60
名
近
い
メ
ン
バ
ー
が

自
分
の
興
味
あ
る
会
へ
そ
れ
ぞ
れ

参
加
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
大
島
に
移
住
さ
れ
た
方

も
、
ま
る
で
昔
か
ら
住
ん
で
い
た

お
馴
染
み
さ
ん
の
よ
う
に
活
動
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

興
味
が
あ
る
こ
と
に
気
軽
に
参

加
で
き
、
そ
の
選
択
肢
も
多
い
大

島
盛
春
会
は
、
こ
の
地
域
で
の
高

齢
者
の
社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※「ニュースポの会」では、パラリンピックの
競技でもあったボッチャも楽しみました。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

「
く
つ
ろ
ぎ
処
し
ん
わ
」
は
、
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
に
親
和
会
館
で

開
催
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
で
す
。

毎
回
、
百
歳
体
操
を
行
い
、
貯
筋

活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
私
も
〇
〇
さ
ん
も
ほ
と
ん
ど
毎

回
参
加
し
て
る
わ
」

し
ん
わ
で
の
交
流
も
皆
さ
ん
の
生

活
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
休
み
や
夏
休
み
に
子
ど

も
た
ち
も
集
ま
っ
て
ゲ
ー
ム
や
交
流

を
楽
し
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
集
え
る
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わがまちの様子

く
つ
ろ
ぎ
処
し
ん
わ

総人口 ８，９７９人

高齢化率 ２１．０５％

高齢者
支援センター 倉敷中部

地域の
トピック

住民の方から地域で活用して
ほしいと提供のあった古民家
の活用に向けて協議も進めら
れており、今後、地域の拠点
となることが期待されます。

総人口 ６，７１４人

高齢化率 ２４．５８％

高齢者
支援センター 倉敷南

地域の
トピック

子どもから高齢者まで、幅広い
世代が暮らしやすい地域づくり
を学区全体で展開していくため
に、令和2年12月に地区社協が
設立され、地域の福祉活動に取
り組んでいます。

わがまちの様子

新型コロナ以前のように、子ども達とも
交流できる日を楽しみにしています。 百歳体操で健康な新田地区を目指します。

5

※「ニュースポの会」は、囲碁ボールやボッチャ等の新たに
開発されたニュースポーツを楽しむ同好会です。



依頼者さんもお手伝い隊員が来るのを
毎回楽しみにされています。

粒
江
お
困
り
高
齢
者
お
手
伝
い
隊

こ
の
学
区
で
は
、
70
歳
以
上
の
独
居

高
齢
者
を
対
象
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
を
お
手
伝
い
す
る
「
粒
江
お
困

り
高
齢
者
お
手
伝
い
隊
」
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
ご
み
出
し
、
資
源
ご

み
の
仕
分
け
、
玄
関
ま
わ
り
の
掃
き
掃

除
、
家
ま
わ
り
の
草
取
り
・
掃
除
、
米

の
精
米
の
５
項
目
で
す
。

ご
み
出
し
を
手
伝
う
隊
員
は
、
「
毎

週
な
の
で
曜
日
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
、
も
う
生
活
の
一
部
に
な
っ
て

い
ま
す
よ
」
と
話
さ
れ
、
定
年
後
の
生

活
の
な
か
で
地
域
と
繋
が
る
や
り
甲
斐

を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
そ
う

で
す
。

お手伝い隊の草取り支援で庭も綺麗になり、
依頼者さんにとても喜ばれました。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
集
う
活
動
が
で

き
な
く
な
る
な
か
、
老
松
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
で
は
、
家
族
や
友
人
、
地
域

の
方
、
社
会
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
方

へ
、
令
和
２
年
度
は
「
感
謝
の
手
紙
」
、

令
和
３
年
度
は
「
明
日
へ
の
手
紙
」
を
学

区
の
住
民
か
ら
募
り
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
手

紙
で
、
特
に
一
般
の
部
特
選
に
選
ば
れ
た

手
紙
は
大
き
な
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。

「
夫
へ

余
裕
の
な
か
っ
た
40
・
50
代
。

70
前
に
し
て
、
何
気
な
い
日
が
、
ど
れ
程

倖
せ
か
気
付
い
た
わ
。
元
気
で
い
ま
し
ょ

う
ね
。
」

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
と
一
緒

に
い
る
大
切
さ
を
実
感
し
ま
す
。

わがまちの様子

老
松
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

感
謝
の
手
紙
、
明
日
へ
の
手
紙

総人口 ６，６０６人

高齢化率 ３０．３５％

高齢者
支援センター 倉敷南

地域の
トピック

地域の借家を活用した「うきう
き館」は、粒江の住民が自由に
使える場として開放され、「オ
レンジカフェ」や「ちょい悪お
やじCLUB」等、地域の通いの
場に活用されています。

総人口 １６，０９０人

高齢化率 ２２．６５％

高齢者
支援センター 老松・中洲

地域の
トピック

地域住民が困りごとに対して
どこへ相談すればいいのか分
かりやすくまとめた「安心・
安全ガイド」の作成を小地域
ケア会議で進めています。

わがまちの様子

令和３年度一般の部の授賞者の皆さん。
「老松学区コミュニティだより」で
住民の皆さんへもお知らせします。
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ラジオ体操で身体をほぐします。

中
洲
地
区
社
協

三
世
代
ふ
れ
あ
い
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
地
域
の

活
動
も
行
い
に
く
く
な
っ
た
時
も
、

「
す
べ
て
を
自
粛
す
る
こ
と
で
地
域

の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
感
染

予
防
を
行
い
な
が
ら
、
中
洲
地
区
社

協
主
催
の
「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
事
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も

会
の
三
世
代
が
集
い
、
53
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
ペ
タ
ン
ク
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
競
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
交
流
事
業
に
和
気
あ

い
あ
い
の
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し

た
。

５３グループそれぞれに世代を越えた
交流が生まれました。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

大
高
小
学
校
５
年
生
の
宇
野
希
緒
良
さ
ん

は
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
で※

互
近
助
パ
ン

ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
勉
強
し
、
地
域
の
取
り
組
み
等
を
知
る
な

か
で
、
「
自
分
た
ち
が
で
き
る
支
え
合
い
」

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ

ー
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
を
担
任
の
先
生
に
相

談
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
た
た
か
い
思
い
に
学
校
や
同
級
生

も
賛
同
し
、
12
月
に
は
５
年
生
の
同
級
生
に
、

１
月
に
は
全
校
に
も
協
力
を
呼
び
掛
け
、
家

庭
か
ら
食
料
品
や
日
用
品
、
学
用
品
を
持
ち

寄
り
、
互
近
助
パ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
地
域
の
支
え
合
い
に
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
て
行
動
し
、

そ
の
気
持
ち
に
学
校
や
家
族
が
寄
り
添
う
素

晴
ら
し
い
活
動
で
す
。

わがまちの様子

大
高
小
ワ
ク
ワ
ク
食
品
ロ
ス
・

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
チ
ー
ム

総人口 １４，９４６人

高齢化率 ２７．３１％

高齢者
支援センター 老松・中洲

地域の
トピック

いざというときの相談機関を
分かりやすくまとめた「中洲
学区安心・安全ガイド」を小
地域ケア会議で作成し、町内
会を通じて配布しました。

総人口 １６，８５３人

高齢化率 １７．２８％

高齢者
支援セン
ター

大高

地域の
トピック

大高学区内には互近助パント
リーで寄せられた物資を活用
して支え合いを行うサポー
ターの拠点が、令和4年2月
現在３ヶ所あります。今回の
事例の提供物資も活用されて
います。

わがまちの様子

大高小ワクワク食品ロス・フードパントリーチームの皆さん。

手書きのお願いの
チラシを教室に掲
示して物資を募り
ました。
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みんなが楽しみながら持続可能な
行事になるよう、協議しています。

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
あ
し
た
か
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～

近
年
、
地
域
の
役
員
を
担
う
こ
と
へ

の
負
担
の
声
が
よ
く
聞
か
れ
、
さ
ら
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
今
ま
で
の
行

事
の
や
り
方
を
見
直
す
必
要
性
を
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
「
み
ん
な
の
葦

高
協
議
会
」
で
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
見
直
し
、

持
続
可
能
な
地
域
活
動
を
行
え
る
よ
う

「
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
あ
し
た
か

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～
」
を
立
ち
上
げ
、
進
め
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

運
営
面
を
含
む
数
多
く
の
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
協
議
会
で
無
理
な
く

住
民
同
士
が
楽
し
ん
で
交
流
で
き
る
行

事
を
通
し
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

「あしたか」の頭文字から作られた合言葉を
理念に、プロジェクトを進めています。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

新
型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
以
来
、
倉
敷

南
地
区
社
協
で
も
多
く
の
事
業
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
る
」
と
の
思
い
か
ら
、
文

化
祭
の
会
場
を
体
育
館
か
ら
屋
外
に
変

更
し
、
地
区
に
よ
っ
て
開
催
の
時
間
帯

を
変
更
す
る
等
、
感
染
予
防
を
徹
底
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
例
年
以
上
に
若
い
親
子
連
れ

の
参
加
者
が
多
く
、
模
擬
店
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
な
ど
数
多
く
の
コ
ー
ナ
ー

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
者
が
楽

し
む
と
同
時
に
地
域
で
安
心
し
て
参
加

で
き
、
地
域
と
繋
が
る
場
の
大
切
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
く
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

わがまちの様子

倉
敷
南
地
区
社
協
文
化
祭

総人口 ９，０６０人

高齢化率 ２２．６３％

高齢者
支援センター 大高

地域の
トピック

くらしき健康福祉プラザを
地域の拠点として、地域活
動やウォーキング等の健康
づくりにも、幅広く活用し
ています。

総人口 ９，０６３人

高齢化率 １９．６２％

高齢者
支援センター 大高

地域の
トピック

人口の増加により、平成20
年に倉敷南小学校の開校で出
来た学区で、若い世帯も多い
です。地区社協等も交流事業
に力を入れています。

わがまちの様子

ボランティア体験の参加者に
プレゼントをお渡ししました。

「車イスに乗る
機会はなかなか
ないので、いい
勉強になった」
と話されていま
した。
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中
島
地
区
お
助
け
隊

「
お
助
け
隊
」
は
地
区
の
小
地
域
ケ
ア

会
議
や
そ
の
作
業
部
会
を
通
し
て
、
地
域

目
線
で
の
課
題
検
討
を
重
ね
て
実
現
し
た

住
民
同
士
の
支
え
合
い
活
動
で
す
。
地
域

の
元
気
な
高
齢
者
や
い
ろ
ん
な
世
代
が
隊

員
に
な
り
、
困
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
利

用
し
や
す
い
料
金
設
定
で
、
「
草
取
り
、

ゴ
ミ
出
し
、
掃
除
、
話
し
相
手
」
な
ど
の

支
援
を
提
供
し
ま
す
。

隊
員
に
と
っ
て
は
、
「
で
き
る
こ
と
」

が
活
躍
に
つ
な
が
る
（
披
露
す
る
）
大
切

な
場
で
あ
り
、
困
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
が
身
近
な

人
と
の
つ
な
が
り
で
解
決
す
る
暮
ら
し
に

寄
り
添
っ
た
支
援
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形

を
と
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
気
兼
ね
な
く

支
え
合
う
関
係
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

西
阿
知
学
区
の
地
域
活
動
促
進
協
議
会

と
地
区
社
協
が
合
同
で
、
三
世
代
交
流
の

機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
ク
イ

ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

令
和
３
年
度
は
、
西
原
地
区
の
な
か
で

コ
ー
ス
を
決
め
、
名
所
や
旧
跡
な
ど
を
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
な
が
ら
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
会
っ
た
人
と

も
、
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
の
交
流
や
ク

イ
ズ
と
い
う
共
通
の
話
題
を
用
意
す
る
こ

と
で
、
自
然
に
会
話
が
盛
り
上
が
り
、
気

軽
に
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
対
象
地
区
を
変
え
る
こ
と

で
、
地
域
を
知
り
、
住
民
同
士
の
新
し
い

出
会
い
の
場
に
つ
な
が
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

わがまちの様子

西
阿
知
学
区

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー

総人口 １５，７６５人

高齢化率 ２２．０６％

高齢者
支援センター 倉敷西

地域の
トピック

地域のなかで、買い物や免
許返納後の移動に関する困
りごとの声を聞き、小地域
ケア会議では移動支援の検
討も進めています。

総人口 １８，２８５人

高齢化率 ２２．１４％

高齢者
支援センター 倉敷西

地域の
トピック

小地域ケア会議では、
「にしあち見守りカード」
を作成し、学区の独居高齢
者や見守りが必要な人を地
域で支える仕組みづくりを
行っています。

わがまちの様子

開催前のオリエンテーションの様子。子どもや子育て
世代、高齢者など、様々な人が参加しています！

ウォーキングの様子。
コースや巡る名所を決め
るのも地域住民！手作り
だからこそ、楽しみが広
がります。

お助け隊の活動の様子。夏になると、草取りの依頼
が多くあります。活動を通して、隊員同士の交流の
機会にもなっています。

活動後は、利用料金を直接
手渡します。

活動が地域に広がり、若い世代も
担い手として協力しています！
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倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

も
め
ん
の
会

総人口 １０，６４３人

高齢化率 ２７．９１％

高齢者
支援センター 帯江・豊洲

地域の
トピック

令和元年に倉敷川沿いの福原
緑地に、県内最大級のグラウ
ンドゴルフ場が整備されまし
た。天然芝の広大なグラウン
ドが、住民の健康づくりを後
押ししています。

わがまちの様子

マップを見やすく活用しやす
いものにするために、載せる
内容を精査していきます。

防災ウォーキングでは毎年コース
を変えて、交流をしながら地域を
把握します。

総人口 ５，６２０人

高齢化率 ２８．７４％

高齢者
支援センター 帯江・豊洲

地域の
トピック

高齢者のちょっとした困り
ごとをサポートする仕組み
「豊サポ」を検討してます。
モデル地区で実績を積み、取
り組みを広げる案も出ていま
す。

わがまちの様子

防
災
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
防
災
マ
ッ
プ

メンバーはもめんの会だけでなく、それぞれがサロンの開催やボラ
ンティア活動も行っており、定例会では幅広い情報が通っています。

料理が得意な人、お菓子作り
が得意な人もいて、メンバー
の得意なことがこの集まりを
盛り上げています。

活動を振り返られるように、
記録を冊子にしてメンバー
に配っています。

も
め
ん
の
会
は
、
児
童
施
設
や
高
齢

者
施
設
の
支
援
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を

長
く
行
っ
て
き
た
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
地
区
の
高
齢

者
を
元
気
づ
け
る
た
め
に
、
お
弁
当
を

届
け
る
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
徐
々
に
メ
ン
バ
ー
も
年
齢
を
重
ね
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
思
う
よ

う
な
活
動
が
行
え
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
つ
な
が

り
や
き
ず
な
を
保
つ
た
め
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
定
例
会
は
続
け
、
身
近
な
情
報

交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
今
の
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス

を
大
事
に
し
、
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

て
き
た
も
め
ん
の
会
ら
し
い
活
動
は
続

い
て
い
き
ま
す
。

豊
洲
地
区
社
協
で
は
、
防
災
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
体
験
を
盛
り
込
ん
だ
防
災
講

演
会
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災
の
意
識
を

育
み
、
多
世
代
が
つ
な
が
る
機
会
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
こ
れ
ま
で
の

活
動
が
難
し
い
な
か
で
も
、
歩
み
を
止

め
な
い
活
動
を
考
え
、
地
区
の
防
災
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

倉
敷
市
の
防
災
危
機
管
理
室
と
も
連
携

し
、
各
町
内
か
ら
持
ち
寄
っ
た
危
険
箇

所
や
防
災
設
備
な
ど
の
情
報
は
、
紙
面

だ
け
で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

も
確
認
で
き
る
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
て
い

き
ま
し
た
。
今
後
は
防
災
だ
け
で
な
く
、

地
域
資
源
の
情
報
も
追
加
し
て
い
き
、

マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
交
流
に
も
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
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倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

18
年
前
か
ら
マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

を
会
場
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

立
ち
上
げ
当
初
は
10
人
程
度
だ
っ
た
参

加
者
も
、
今
で
は
61
人
が
登
録
、
毎
朝
約

30
人
が
参
加
し
、
地
域
の
な
か
で
定
着
し

て
い
ま
す
。

広
い
会
場
で
は
参
加
者
各
々
が
間
隔
を

保
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
も
意
識

し
、
毎
朝
集
ま
っ
て
体
操
す
る
こ
と
で
免

疫
力
も
地
域
の
き
ず
な
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。ラ

ジ
オ
体
操
の
前
後
は
、
各
々
が
ス
タ

ジ
ア
ム
周
辺
を
清
掃
し
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
と
マ
イ
ペ
ー
ス
な
時

間
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

わがまちの様子

マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

ラ
ジ
オ
体
操

わがまちの様子

密を避けて、しっかり間隔を
開けてラジオ体操をしています。

「継続は力なり」
年中無休で毎朝集まっています。

総人口 １７，３００人

高齢化率 ２８．７％

高齢者
支援センター 中庄

地域の
トピック

古民家を活用した地域拠点
「ボランティアハウスどまん
なか」は、地区社協事業や地
域の同好会活動等に活用され、
まさに住民の交流や生きがい
づくりの「どまんなか」と
なっています。

地域を実際に歩いて危険箇所や
避難経路を確認しました。 小地域ケア会議のメンバーで熱心に

協議しながら防災マップを作成しました。

天
城
学
区
社
協
は
、
平
成
30
年
7

月
豪
雨
災
害
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
防
災
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

小
地
域
ケ
ア
会
議
で
協
議
を
重
ね
、

実
際
に
地
域
を
歩
い
て
危
険
箇
所
や

防
災
の
社
会
資
源
等
を
確
認
し
完
成

し
た
「
防
災
マ
ッ
プ
」
は
学
区
内
の

全
戸
に
配
付
し
、
併
せ
て
「
指
定
避

難
所
へ
の
行
き
先
表
示
」
や
「
避
難

所
の
案
内
標
示
板
」
の
掲
示
も
各
所

に
行
い
ま
し
た
。

実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
際
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
他
の
要
支
援
者

が
逃
げ
遅
れ
な
い
よ
う
「
個
別
避
難

計
画
」
作
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

天
城
学
区
社
協
の
防
災
の
取
り
組
み

総人口 ８，２８２人

高齢化率 ３１．３％

高齢者
支援センター 天城・茶屋町

地域の
トピック

地区社協とコミュニティ協議会
が上手く連携しながら地域活動
を進めています。特に防災の取
り組みは地域活動の核となって
おり、普段からのつながりづく
りが災害時に活かされるように
工夫しています。
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市
内
に
も
食
事
を
満
足
に
と
れ
な
い

子
が
い
る
こ
と
を
聞
き
、
「
子
ど
も
達

が
安
心
し
て
楽
し
く
食
事
を
取
れ
る
場

を
提
供
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
集
ま

っ
た
有
志
の
メ
ン
バ
ー
が
始
め
た
こ
ど

も
食
堂
で
す
。

天
理
教
道
法
分
教
会
を
会
場
に
毎
回
、

大
勢
の
子
ど
も
達
が
参
加
す
る
こ
の
場

所
は
マ
マ
友
や
民
生
委
員
等
の
お
手
伝

い
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
の
よ
う
に
大
勢
で
集
ま
る
こ
と

は
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、※

互
近
助

パ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、

定
期
的
に
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
会
を
開
く
こ

と
で
地
域
が
つ
な
が
り
続
け
る
工
夫
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

わがまちの様子

ス
マ
イ
ル
食
堂

総人口 １７，１６１人

高齢化率 ２１．３２％

高齢者
支援センター 天城・茶屋町

地域の
トピック

ふれあいサロンの活発な学区
で、地区社協も補助金を出し、
活動を支援しています。普段
からのつながりが災害時にも
活かされるよう、小地域ケア
会議でも協議されています。

わがまちの様子

感染予防を徹底しながら、フード
シェア会を開いています。

こども食堂では毎回、子ども達の
笑い声が溢れています。

防災訓練では、子ども達も一緒に
土のう作り体験しました。

一緒に歩くことで、団地内の
一体感も生まれています。

「
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
団
地
内
の

つ
な
が
り
を
何
と
か
守
り
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
、
有
志
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
、
「
ト
ー
ヨ
ド
さ
さ
え
あ
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
は
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
毎
月
役
員
会
が
開
か
れ
、
団
地

の
将
来
や
今
後
や
り
た
い
こ
と
を
熱
心

に
話
し
合
い
、
防
災
訓
練
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
歳
末
夜
回
り
等
、

住
民
同
士
が
つ
な
が
れ
る
場
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

徐
々
に
子
ど
も
の
参
加
者
も
増
え
て

お
り
、
次
世
代
も
地
域
と
つ
な
が
り
つ

づ
け
る
団
地
の
未
来
図
が
見
え
て
き
ま

す
。

ト
ー
ヨ
ド
さ
さ
え
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

総人口 １５，５３０人

高齢化率 ２７．７３％

高齢者
支援センター 庄北、倉敷北

地域の
トピック

広い地域に様々な社会資源が
点在しており、小地域ケア会
議でも活用できる社会資源
マップを作成して、周知に力
を入れています。
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倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
の
さ
と
は
、
農
薬
・
化
学

肥
料
不
使
用
の
野
菜
を
地
域
の
み
ん
な
で
育
て
、

妊
婦
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
新
し
い
命
の
誕

生
を
地
域
で
祝
福
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日
と
第
四
土
曜
日
に

「
み
ん
な
で
畑
活
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
、
幅
広
い
世
代
が
畑
作
業
を
通
じ
て
交
流

し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
一
日
曜
日
に
開
か
れ
て
い
る
「
こ
う

の
さ
と
マ
ル
シ
ェ
」
は
西
坂
の
石
原
農
園
と
共

同
で
開
催
さ
れ
、
季
節
の
野
菜
を
使
っ
た
農
家

飯
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
毎
回
多
く
の
方
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
火
起
こ
し
を
し
た
り
、
多

年
代
で
遊
ん
だ
り
、
学
校
だ
け
で
は
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
貴
重
な
交
流
と
学
び
の
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

わがまちの様子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
の
さ
と

総人口 １１，０４９人

高齢化率 ３２．６８％

高齢者
支援センター 倉敷北、倉敷中部

地域の
トピック

小地域ケア会議から生まれた
コミュニティ農園「ふれあい
ファーム 水車の里」の活動
もあり、田園の広がる地区な
らではの交流活動が広がって
います。

マルシェには毎回、大勢の方が参加しています。定期的に開かれる「みんなで畑活」では、
草取りや間引き等の作業をします。

【自助】

【近助】

【互助】

【公助】

【共助】

自分自身・家族・親族での力の発
揮・助け合い

向う三軒両隣・近隣住民同士の助
け合い

地域でのお互いさまの支え合い・
助け合い

社会保険（年金・医療保険・介護
保険等）

国・県・市の制度・サービス

「五助の考え方」
５つの「助」はそれぞれ大切な役

割を持っています。どれが欠けても、
自分らしい暮らしの実現や幸せの追
求は不可能です。「公・共・互・
近・自」の五助が一体的に柔軟に機
能するところに、支え合いのまちや
地域共生社会の完成が見えてきます。
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四
福
地
区
社
協

※

第
二
次
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

四
福
地
区
社
協
で
は
、
平
成
28
年
に

「
誰
も
が
参
加
で
き
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
」
を

目
標
に
、
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
計
画
見
直
し
に
合
わ
せ
て
、

小
地
域
ケ
ア
会
議
と
連
携
し
、
高
齢
者

や
子
育
て
世
代
、
障
が
い
者
な
ど
、
様

々
な
立
場
の
声
を
集
約
し
な
が
ら
第
二

次
計
画
策
定
を
進
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
地
域
の
「
困
り
ご
と
」
や
「
解

決
方
法
」
な
ど
を
幅
広
く
把
握
す
る
た

め
、
座
談
会
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
両
方
を

実
施
し
、
前
向
き
に
検
討
で
き
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
た
。

四
福
地
区
社
協
で
は
、
今
回
の
計
画

策
定
と
事
業
の
実
施
を
通
し
て
、
防
災

の
観
点
か
ら
よ
り
地
域
の
住
民
同
士
が

つ
な
が
り
、
困
っ
た
時
に
自
然
に
支
え

合
え
る
関
係
が
広
が
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

コ
ロ
ナ
禍
で
地
区
社
協
の
事
業

も
こ
れ
ま
で
通
り
の
開
催
が
難
し

く
な
り
、
地
域
で
顔
を
合
わ
せ
て

交
流
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
始
め
た
の
が
、
困
り
ご

と
を
抱
え
て
い
る
人
を
地
域
で
支

え
る
「
居
場
所
づ
く
り
」
と
し
て
、

※

互
近
助
パ
ン
ト
リ
ー
を
活
用
し

た
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
会
（
お
渡
し
会
）

で
す
。
食
材
や
生
活
雑
貨
の
受
け

渡
し
か
ら
、
自
然
な
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
手
芸
の
サ
ロ
ン
（
ひ
だ

ま
り
親
睦
会
）
も
同
時
開
催
し
て

お
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、

誰
で
も
気
軽
に
趣
味
活
動
や
仲
間

づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
に
参
加
で

き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
福
地
区
社
協

互
近
助
パ
ン
ト
リ
ー

総人口 １１，６９５人

高齢化率 ２８．６２％

高齢者
支援センター 水島

地域の
トピック

小地域ケア会議には、
様々な専門職や団体も
多く参加しており、地
域住民と専門職との大
切な交流の場になって
います。

わがまちの様子

わがまちの様子

座談会の様子。前向きに「わがまちだから
できること」を検討しています。

三世代ふれあいウォーキング
（地区社協の事業）の様子。
運動しながらの交流で、地域の
つながりの希薄化を予防してい
ます。

世間話が、自然体の見守り合いに
なっています。

ひだまり親睦会の様子。顔馴染みの皆さんが集まり、
手芸や茶話会で盛り上がっています！

総人口 ４，４２４人

高齢化率 ３２．７１％

高齢者
支援センター 水島

地域の
トピック

小地域ケア会議では、防災
をテーマに取り組んでおり、
「地域防災」を進めていけ
るよう検討を重ねています。

14
※互近助パントリープロジェクトについては、
P20の下段をご参照ください。

※小地域福祉活動計画とは、地域の福祉課題に対して地区社協
が計画的に取り組んでいくための中期的な活動計画です。



お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

こ
の
活
動
は
、
小
地
域
ケ
ア
会
議
の

な
か
で
、
「
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
か
ら
、
地

域
の
人
が
気
軽
に
集
え
る
機
会
を
つ
く

り
、
孤
立
を
な
く
す
こ
と
を
目
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。

学
区
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
り
、
ワ
ン
コ
イ
ン
（
百
円
）
で
朝

食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
学

区
に
限
定
せ
ず
、
誰
で
も
好
き
な
時
間

に
参
加
し
て
自
由
な
時
間
を
過
ご
す
気

軽
さ
を
大
切
に
し
て
お
り
、
多
く
の
人

を
集
め
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
後
や
百

歳
体
操
の
サ
ロ
ン
帰
り
に
仲
間
で
寄
る

な
ど
、
様
々
な
活
用
が
さ
れ
て
お
り
、

学
区
の
「
交
流
の
場
」
、
「
元
気
に
な

れ
る
憩
の
場
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

彩
」
が
利
用
者
の
生

活
訓
練
や
地
域
住
民
が
自
由
に
通
え
る

場
と
し
て
、
地
域
の
居
場
所
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

普
段
は
調
理
、
洗
濯
、
買
い
物
な
ど

の
訓
練
や
利
用
者
の
余
暇
活
動
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
訓
練
以
外
の
時
間
帯
や
空
い
て

い
る
曜
日
は
地
域
に
開
放
し
、
町
内
会

で
の
活
動
や
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
と
し
た

趣
味
活
動
な
ど
、
自
由
に
利
用
で
き
る

よ
う
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
第
一
歩

と
し
て
、
小
地
域
ケ
ア
会
議
も
こ
の
場

所
で
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

「
人
と
人
」
、
「
人
と
居
場
所
」
が
つ

な
が
る
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ｉ
ｒ
ｏ
ｄ
ｏ
ｒ
ｉ

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

総人口 ２，３６６人

高齢化率 ４１．１２％

担当高齢者
支援センター 水島

地域の
トピック

高齢化率が高いことを、
「元気な高齢者が多い」
と前向きに考え、高齢者
が活躍する機会を大切に
しています。

わがまちの様子

わがまちの様子

同じ学区の園児や子育て世代の参加もあり、3世代交流
の場にもなっています！

コロナ禍では参加者への検温と
手指消毒、机をアクリル板で仕
切り、感染予防に注意しながら
行いました。

※互近助パントリー
の拠点となっており、
困りごとを抱えてい
る人にも優しい居場
所を目指しています。

irodori HOMEでの小地域ケア会議の様子。家庭的な
雰囲気で、世代を問わず落ち着きます。

総人口 １２，６５３人

高齢化率 ２４．５６％

高齢者
支援センター 福田

地域の
トピック

irodori HOMEを拠点に、
「ちょいサポ」という生
活支援サービス（草取り、
電球交換、掃除など）が
あり、障がいのある人も
担い手として活躍してい
ます。

愛情たっぷりのメニュー。ボリュームもあり、
男性にも喜ばれています！
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※互近助パントリープロジェクトについては、

P20の下段をご参照ください。



い
き
い
き
サ
ロ
ン
古
新
田

か
た
つ
む
り
の
会

平
成
12
年
か
ら
「
地
域
の
な
か
で
身
近
に

集
え
る
居
場
所
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
て
、

か
た
つ
む
り
の
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。
「
み

ん
な
お
い
で
ん
せ
～
、
ま
っ
と
る
け
～
」
を

合
言
葉
に
、
地
区
の
民
生
委
員
が
中
心
と
な

り
、
愛
育
委
員
や
栄
養
改
善
委
員
な
ど
、
み

ん
な
で
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
と
一
緒
に
料
理
を
作
っ
た
り
、
脳

ト
レ
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
誕
生
日
会
な
ど
、

内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
参
加
し
た
人
か

ら
は
、
「
外
に
出
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
地
域
と
つ
な
が
る
大

切
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
集
う
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
際
は
、
今
ま
で
の
サ
ロ
ン
の
活
動

を
ま
と
め
た
「
か
わ
ら
版
」
を
作
り
、
参
加

者
一
人
ひ
と
り
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

広
江
地
区
で
は
、
体
操
や
食
事
会

な
ど
の
通
い
の
場
が
多
く
あ
り
、
日

頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
交
流
す
る

機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
地
域
の
有
志
で

「
何
か
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
」
、
「
住
民
同
士
つ
な
が
り
の
あ

る
交
流
が
で
き
な
い
か
」
と
前
向
き

に
考
え
、
毎
月
1
回
フ
ー
ド
シ
ェ
ア

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
（
有
志
）
と
一
緒
に
食

料
品
や
生
活
雑
貨
を
集
め
、
「
地
域

愛
」
と
一
緒
に
お
渡
し
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
本
当
に
困
っ
て
い
る

人
は
会
場
に
来
ら
れ
な
い
」
と
の
思

い
か
ら
、
地
区
の
民
生
委
員
と
連
携

し
、
独
居
高
齢
者
や
見
守
り
が
必
要

な
人
に
個
別
訪
問
し
て
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

広
江
地
区

フ
ー
ド
シ
ェ
ア
会

わがまちの様子

わがまちの様子

かたつむりのように家庭（殻）に閉じこもりがちな人
を、「角出せ」、「槍出せ」と地域に連れ出すことを
大切にしています。

「かわら版」を持って、訪問している
様子。ちょっとした立ち話が、1つのサ
ロンのような雰囲気になっています！

地域の人から野菜、つながりのある
企業から魚の切り身などの提供があ
り、お弁当も手作りしています。親子や若い世代の参加もあり、「多世代の交流の場」や

「フードロス削減の取り組み」にもなっています。

総人口 １２，４５８人

高齢化率 ２１．４３％

高齢者
支援センター 福田

地域の
トピック

小地域ケア会議では、「緊
急連絡カード」の普及や見
直しについて定期的に検討
しており、見守り体制の強
化に力をいれています。

総人口 ５，５４６人

高齢化率 ３３．４７％

高齢者
支援センター 福田

地域の
トピック

連合町内会、老人会、地区
社協など、地域の団体が横
でしっかりとつながってお
り、顔の見える関係づくり
が広がっています。

食材がたくさん提供された際は、
加工後に冷凍保存し、次回のフー
ドシェア会にも活用しています。
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地
域
の
駄
菓
子
屋

う
っ
ち
ぃ

子
ど
も
や
親
子
が
こ
こ
ろ
の
敷
居

を
低
く
、
ふ
ら
っ
と
寄
れ
る
場
と
し

て
、
駄
菓
子
を
活
用
し
た
居
場
所
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
「
う
っ

ち
ぃ
」
で
す
。
毎
日
昼
間
の
時
間
帯

に
開
い
て
お
り
、
近
所
の
人
や
他
地

区
の
親
子
な
ど
も
来
て
い
ま
す
。
用

事
が
な
く
て
も
、
寄
っ
て
話
し
て
帰

る
人
も
い
て
、
地
域
の
大
切
な
情
報

交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
「
何
か
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
と
、
「
困
り
ご
と
」

を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、
「
う

ち
サ
ポ
」
を
始
め
ま
し
た
。
駄
菓
子

を
寄
付
で
き
る
箱
を
用
意
し
、
あ
る

程
度
集
ま
っ
た
ら
、
こ
ど
も
食
堂
な

ど
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
思
い
や
り
（
支
え
合
い
）
が
駄
菓

子
を
通
し
て
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

江
長
地
区
で
は
顔
馴
染
み
の
皆
さ

ん
が
毎
週
1
回
集
ま
り
、
歌
や
体
操
、

手
芸
や
季
節
行
事
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

参
加
者
同
士
で
声
を
か
け
合
い
、

「
誰
が
来
て
、
い
つ
帰
っ
て
も
大
丈

夫
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て

お
り
、
居
心
地
の
良
さ
か
ら
他
地
区

か
ら
定
期
的
に
参
加
す
る
人
も
見
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
参
加
者
の
「
で

き
る
こ
と
」
を
自
然
に
お
す
そ
分
け

し
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
趣
味
や
得
意
な

こ
と
を
披
露
す
る
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

参
加
者
の
な
か
に
は
、
民
生
委
員

も
い
て
、
場
を
通
し
た
見
守
り
活
動

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
よ
風
の
会

わがまちの様子

わがまちの様子

外観は隠れ家のような雰囲気に
なっており、子どもにとっては
秘密基地！
秋になるとハロウィンの飾り付
けが好評です！

駄菓子で買い物体験をす
る子どもの姿もあります。
「うちサポ」の箱は駄菓
子の横に置いてあり、気
軽に寄付できるよう工夫
しています。

他の曜日には手芸のサロンも行っており、
通える場所がたくさんあります！

活動（キャンドル
作り、囲碁ボール）
の様子。
参加者の声を聞き
ながら、内容を工
夫しています。

総人口 ７，８７４人

高齢化率 ２５．４５％

高齢者
支援センター 連島

地域の
トピック

地区社協が主催で、学区
全体を対象とした避難訓
練を毎年行っており、防
災意識が高い地域です。

総人口 ５，２９６人

高齢化率 ２７．８５％

高齢者
支援センター 連島

地域の
トピック

住民主体の通いの場が学区
に多くあり、体操や手芸、
専門職を招いての講話など
内容も様々で、参加者の生
きがいづくりにつながって
います。
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こ
ど
も
食
堂

め
ぐ
り
あ
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
が
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
、
地
域
住
民
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
こ
ど
も

食
堂
を
始
め
ま
し
た
。
「
親
子
が
安

心
で
き
る
場
所
や
多
世
代
が
自
然
に

交
流
す
る
場
所
を
地
域
に
少
し
で
も

増
や
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
毎

週
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

立
ち
上
げ
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
か

ら
、
地
区
の
民
生
委
員
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
日
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
の

有
志
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
弁
当
を

作
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
お
渡

し
を
し
て
い
ま
す
。
毎
週
の
交
流
の

積
み
重
ね
が
顔
の
見
え
る
関
係
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

「
食
事
」
や
「
体
験
活
動
」
を
通
し
た

居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
、
「
多
世
代
交

流
ゆ
い
ま
ー
る
」
の
名
前
で
地
域
食
堂
を

行
っ
て
い
ま
す
。
調
理
か
ら
配
膳
ま
で
、

多
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
活
躍
の
場

に
も
な
っ
て
ま
す
。
ま
た
、
餅
つ
き
を
は

じ
め
と
し
た
季
節
の
行
事
や
、
誰
で
も
楽

し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
体
験
活

動
を
毎
月
行
い
、
「
体
験
」
か
ら
「
居
場

所
」
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

他
に
も
、
様
々
な
理
由
で
参
加
す
る
こ

と
が
難
し
い
子
育
て
世
代
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
「
産
前
産
後
の
お
弁
当
配

達
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
来
ら
れ
な
い

な
ら
出
向
く
」
と
い
う
支
え
合
い
が
、
地

区
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

多
世
代
交
流
ゆ
い
ま
ー
る

わがまちの様子

わがまちの様子

デイサービスのレクリエーションで使われる物品は、
子どもにも大人気！お弁当の完成を待つ時間も、わ
いわいと盛り上がっています。

顔馴染みのスタッフが笑顔で出迎え、会場は
温かい雰囲気に包まれます。

企業や地域から食材の提供があり、
地域食堂やお弁当配達で活用されて
います。

多世代交流ゆいまーるの活動1周年記念では、
約170食のお弁当を手作りしました！

総人口 ５，７６８人

高齢化率 ２６．８％

高齢者
支援センター 連島

地域の
トピック

令和3年度に愛育委員が中
心となり、「くらしきま
ち歩き さと歩きマップ」
の更新を行いました。
今後は学区全体で防災マッ
プの作成も検討しています。

総人口 ６，４５９人

高齢化率 ３２．１９％

高齢者
支援センター 連島

地域の
トピック

「西町笑天楽寿会」という
男性中心の通いの場があり、
食事を通した交流や地域に
向けた支え合いの取り組み
が広がっています。

「～しながら」の交流から「本音」が
こぼれ、こころの壁が自然になくなり
ます。
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連
島
南
学
区

健
康
サ
ロ
ン

絆

連
島
南
学
区
の
愛
育
委
員
会
で
は
「
仲
間

づ
く
り
」
と
「
健
康
づ
く
り
」
を
目
的
と
し

て
、
毎
月
1
回
健
康
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
馴
染
み
の
あ
る
曲
に
自
作
の
振
り
付

け
を
し
た
「
あ
っ
ぱ
れ
絆
体
操
」
、
講
師
を

招
い
て
の
健
康
講
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

料
理
教
室
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
内
容

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
学
区
に
関

係
な
く
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

り
、
新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
の
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
背
景
に
、
薬
剤
師
会
に
よ
る

感
染
症
予
防
の
講
話
を
行
っ
た
り
、
茶
話
会

を
持
ち
帰
り
で
き
る
お
土
産
に
変
更
し
た
り

と
、
工
夫
し
な
が
ら
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
大
切
な
居
場
所
で
紡
い
だ
「
絆
」

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
人
と
人
と
の
「
つ
な
が

り
」
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
活
動
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

霞
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

部
会
の
一
つ
と
し
て
、
本
を
活
用

し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
つ
な
が

り
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

月
３
回
程
度
、
地
区
の
集
会
所
を

開
放
し
、
そ
の
場
で
読
ん
だ
り
、

貸
し
出
し
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
が
あ
れ
ば
、
新
し
い
本
も
そ

の
都
度
追
加
し
て
お
り
、
地
域
の

思
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
催
日
に
合
わ
せ
て
事

前
に
独
居
高
齢
者
な
ど
に
は
声
掛

け
し
、
参
加
し
や
す
い
工
夫
も
し

て
い
ま
す
。
本
以
外
に
も
季
節
に

合
わ
せ
た
手
芸
や
茶
話
会
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、
閉
じ
こ
も
り
予
防

や
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
の

健
康
づ
く
り
が
楽
し
く
続
く
、
地

域
の
拠
点
（
通
い
の
場
）
そ
れ
が

ブ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
で
す
。

ブ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

わがまちの様子

わがまちの様子

薬剤師会による講話の様子。手洗い講座も行い、
体験しながら楽しく学んでいます。

口伝えで参加者が増え、
現在は40～50名の参加
があります。

地域の人から提
供され、種類も
豊富です！
ゆったりと落ち
着いた空間が広
がっています。

リース作りの様子。各自が持ち
寄った材料で自由に作ります。

総人口 １３，１５３人

高齢化率 ２３．９１％

高齢者
支援センター 連島

地域の
トピック

連島南公民館を拠点に、
高齢者サロンや子育て
サロンが行われており、
多世代の交流の場に
なっています。

総人口 １，４３２人

高齢化率 １５．３６％

高齢者
支援センター 連島

地域の
トピック

集会所では、「一輪の
花」という生け花のふ
れあいサロンも定期的
に行われ、世代間交流
の場になっています。

お土産と一緒に、気にか
け合い、支え合いが広が
ります。
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Ｐ
ｉ
ｎ
Ｐ
ｉ
ｎ

倶
楽
部

憩
の
家
で
月
２
回
、
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ひ
と
り
で
は
続
け
る
の
が
難

し
い
体
操
も
、
気
心
知
れ
た
皆
さ
ん
で

集
ま
る
と
、
「
元
気
」
と
「
笑
顔
」
を

分
け
合
う
場
に
変
わ
り
ま
す
。

参
加
者
の
有
志
で
始
ま
っ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
、
し
だ
い
に
健
康
志
向
を
高

め
、
現
在
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
行
っ
て

い
ま
す
。
「
楽
し
み
」
や
「
わ
く
わ
く

感
」
と
一
緒
に
、
参
加
者
の
身
体
に
合

わ
せ
た
健
康
づ
く
り
が
続
く
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
の
持
ち
寄
り
で
食
事

会
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ゆ
っ
く

り
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
時
間
か
ら
、
自

然
に
お
互
い
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
把
握
す

る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

わがまちの様子

体操後のストレッチの様子。DVDを見ながら身体をほ
ぐしたり、参加者が他のサロンや教室で教えてもらった
柔軟体操などを皆さんで一緒に行っています。

トレッキングの様
子。参加者がお弁
当を手作りし、屋
外での食事を楽し
んでいます。
コースも毎回変更
して、飽きない工
夫をしています。

総人口 １，４８１人

高齢化率 ４０．８５％

高齢者
支援センター 倉敷西

地域の
トピック

憩の家では、体操、ヨガ、
ストレッチ、茶話会など、
様々な通いの場が週替わり
で行われており、地域の健
康を支える大切な拠点に
なっています。

「互近助の底力！」～くらしき互近助パントリープロジェクト～
互いに近所で助け合うことを目的としたこのプロジェクトは個人・団体・企業等から寄せられ
た食材や生活雑貨を活用し、地域に応じた手づくりの支え合い活動を生み出しています。活動
を行う「互近助パントリーサポーター」の数もどんどん増えており、活動を通して発見した困

りごとは、相談・支援機関と早い段階で連携し解決を目指すことができます。

食材・生活雑貨
の提供者を募集

１

互近助パントリー
サポーターの募集
と活動支援

２

支援物品を託すという
ボランティア・公益活動

支援物品を活用した地域に
応じた支え合い活動の創出

相談・支援機関と
の連携

３

パントリーサポーターの活
動を通して発見した困りご
とを早期に相談・対応

①支援物品の提供件数
【約200件】

②パントリーサポーター
として始まった支え合い
活動 【70か所】
・子ども食堂
・困りごと相談窓口
・見守り訪問等

※令和４年２月３日現在

見えてきた効果
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唐
琴
地
区
で
は
、
平
成
16
年
の

台
風
16
号
に
よ
る
高
潮
災
害
に
よ

り
、
独
居
高
齢
者
が
自
宅
で
逃
げ

遅
れ
る
と
い
う
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

唐
琴
自
治
会
は
、
「
自
主
避
難

で
き
な
い
人
を
救
う
し
く
み
が
必

要
で
あ
る
」
と
、
既
存
の
自
主
防

災
会
を
「
唐
琴
自
主
防
災
会
連
合

会
」
と
し
て
再
構
築
。
市
の
要
援

護
者
台
帳
と
は
別
に
、
本
当
に
逃

げ
ら
れ
な
い
人
の
再
調
査
を
実
施

し
、
災
害
の
種
別
ご
と
に
対
象
者

の
選
別
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
有
事
の
際
に
は
、
要
支

援
者
１
人
に
対
し
２
人
が
支
援
す

る
体
制
や
、
自
家
用
車
で
逃
げ
る

た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
平
時
か

ら
の
信
頼
関
係
づ
く
り
等
、
「
守

り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
紡
い
だ

結
果
、
素
晴
ら
し
い
防
災
の
し
く

み
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

琴
浦
北
の
山
頂
で
開
催
さ
れ
る

「
白
尾
サ
ロ
ン
」
で
は
、
あ
え
て
身

体
を
動
か
す
体
操
等
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
ハ
ー
ド
な
作

業
の
後
（
畑
仕
事
等
）
、
山
頂
に
あ

る
集
会
所
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

す
で
に
十
分
な
運
動
で
あ
り
、
も
は

や
運
動
は
必
要
な
い
と
の
こ
と
。
前

半
は
学
習
の
場
、
後
半
は
地
元
で
収

穫
さ
れ
た
食
材
を
使
っ
た
食
事
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
時
折
他
地
区
の

サ
ロ
ン
か
ら
交
流
を
兼
ね
た
見
学
者

も
訪
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
自
然

な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

白
尾
サ
ロ
ン
は
、
運
動
・
食
・
交

流
・
美
し
い
自
然
等
、
健
康
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
多
く
の
機
能
を
備
え

た
地
域
の
通
い
の
場
で
す
。

総人口 ３２２人

高齢化率 ４８．４５％

高齢者
支援センター 琴浦

地域の
トピック バス路線廃止にともない、現

在は移動支援の立ち上げに向
けた話し合いやアンケート調
査も行われています。

総人口 ６，４０９人

高齢化率 ３９．４％

高齢者
支援セター 琴浦

地域の
トピック

唐琴自主防災会連合会の取
り組みは、真備町の服部地
区が取り組んでいる「見守
り支え合い活動」のモデル
となった取り組みとしても
有名です。

わがまちの様子

わがまちの様子

白
尾
サ
ロ
ン
の
健
康
づ
く
り

朝収穫した野菜や猪肉がふんだんに
入ったカレーライスで、身体の免疫
力向上を目指します！

前半の勉強会の様子。男性の参加率も高く、新型
コロナの予防に関する情報共有も行っています。

唐
琴
自
主
防
災
会
連
合
会

逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取
り
組
み

避難支援者・要支援者一覧

唐琴自主防災会連合会 組織図

地上げを行い、
防災力を向上
させた唐琴自
治会館は、地
域独自の避難
場所として活
用されていま
す。
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児
童
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
み
ら
い

琴
浦
南
小
学
校
内
に
あ
る
琴
浦
南

み
ら
い
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、※

互
近

助
パ
ン
ト
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

児
童
ク
ラ
ブ
内
に
パ
ン
ト
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
「
未
来

あ
る
子
ど
も
達
の
た
め
に
」
と
の
思

い
を
込
め
て
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

み
ら
い
」
と
い
う
名
称
で
活
動
し
て

お
り
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
フ
ー

ド
シ
ェ
ア
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子

ど
も
達
や
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地

域
に
住
む
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
み
ら
い
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
と
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

特
色
に
秀
で
た
手
工
芸
品
や
絵
画
、

ち
ぎ
り
絵
な
ど
、
地
域
住
民
の
特
技

・
才
能
が
集
ま
る
ち
い
き
の
玉
手
箱
。

そ
し
て
も
の
づ
く
り
工
房
や
ピ
ザ
窯
、

Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
、
様
々
な
地
域
交
流
活

動
に
活
用
さ
れ
て
い
る
み
ら
い
の
宝

箱
。こ

の
二
つ
の
拠
点
は
、
「
地
域
に

住
む
方
々
の
特
技
や
才
能
を
自
画
自

賛
で
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
。
特
技
・

才
能
を
活
か
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り

の
場
を
地
域
に
つ
く
り
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
王
慈
福

祉
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
を
は
じ
め
、
施
設
の
利

用
者
や
園
児
と
い
っ
た
、
地
域
で
生

活
す
る
多
く
の
人
が
活
用
す
る
こ
の

場
所
は
、
地
域
共
生
の
拠
点
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

総人口 ８，３２３人

高齢化率 ３３．４６％

高齢者
支援センター 琴浦・児島中部

地域の
トピック

琴浦西小学校区には常設型の
ふれあいサロン「交流サロン
ふらっと」等、自由に交流で
きる場所や趣味や特技を楽し
める場所が多くあります。

総人口 ４，７６４人

高齢化率 ３２．３３％

高齢者
支援センター 琴浦

地域の
トピック

琴浦南小学校区小地域ケア会
議では、新型コロナの影響に
より集合型の会議は開催でき
ませんでしたが、「つながる
回覧」を活用し、集わない形
での開催を行いました。

わがまちの様子

わがまちの様子

フードパントリーみらいに関わるメンバー
主任児童委員や民生委員、愛育委員、PTA等、子ども達の
未来を思うメンバーが集まっています。

地域から集まってくる食品・
食材からは、子どもたちを思
う気持ちの大きさが伝わって
きます。メンバーがデザイン・

作成したイメージマス
コット

ち
い
き
の
玉
手
箱
＆
み
ら
い
の
宝
箱

みらいの宝箱で製作した「瓢箪募
金箱」には、たくさんの人達から、
赤い羽根共同募金が集まりました。

みらいの宝箱
特技をもった住民が
集まり、ものづくり
やイベントを開催し
ています！

ちいきの玉手箱 住民手作りの作品が多数
展示されている、地域の美術館です。
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※互近助パントリープロジェクトについては、
P20の下段をご参照ください。



児
島
小
学
校
区
小
地
域
ケ
ア
会
議

で
は
、
健
康
づ
く
り
、
つ
な
が
り
づ

く
り
、
食
料
支
援
等
、
多
く
の
機
能

を
複
合
さ
せ
た
「
つ
な
が
る
パ
ン
ト

リ
ー
」
を
、
小
地
域
ケ
ア
会
議
主
催

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

会
議
室
を
飛
び
出
し
、
多
く
の
住

民
で
「
集
う
」
こ
と
は
、
健
康
状
態

の
把
握
や
三
世
代
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、

自
然
な
声
掛
け
や
、
身
近
な
困
り
ご

と
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

会
議
室
の
な
か
で
考
え
る
の
で
は

な
く
、
「
地
域
の
な
か
で
何
か
や
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま

れ
た
こ
の
活
動
は
、
今
後
の
地
域
づ

く
り
に
お
け
る
新
た
な
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

緑
丘
小
学
校
区
小
地
域
ケ
ア
会
議
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
思
う

よ
う
な
活
動
が
停
滞
す
る
な
か
、
小
地

域
ケ
ア
会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
が
所
属

す
る
各
組
織
の
活
動
を
再
共
有
す
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
再
共
有
し
た
情
報
は
、
「
コ

ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
困
り
ご
と

を
抱
え
た
地
域
の
人
々
に
情
報
が
届
く

よ
う
に
」
と
、
「
あ
な
た
の
身
近
な
相

談
先
」
と
し
て
ま
と
め
、
自
治
会
等
を

通
じ
て
地
域
に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
住
民
の
人
か

ら
の
相
談
も
増
え
、
住
民
同
士
の
困
り

ご
と
相
談
や
支
え
合
い
活
動
の
き
っ
か

け
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

総人口 ５，０７９人

高齢化率 ３７．１５％

高齢者
支援センター 児島中部

地域の
トピック

集会所を開放した「こどもの
遊び場」等、地域と教育機関
との連携も盛んな地域です。
令和3年度には倉敷市総合防
災訓練も実施され、防災への
意識も高まっています。

総人口 １２，２３５人

高齢化率 ２９．３％

高齢者
支援センター 児島中部

地域の
トピック

マリン地区社協主催の「児島
小学校区サロン交流会」の開
催等、地区社協とふれあいサ
ロンの連携が広がっている地
域です。

わがまちの様子

わがまちの様子

つ
な
が
る
パ
ン
ト
リ
ー

小地域ケア
会議で何度
も検討を重
ねました。

「あなたの身近な相談先」
自治会連合会をはじめ、地域で活躍する団体の情報を掲載して
います。地域独自の資源をまとめた「あなたの身近な相談先」
は地域のつながりづくりをお手伝いします。

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
先

小地域ケア
会議のメン
バーと住民
が触れ合う
機会になり
ました。
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つながるパントリーに参加した
子ども達から届いたお礼のお手紙。
今回取り組んだことで生まれた成
果（つながり）です。



令和元年令和２年令和３年

味
野
地
区
小
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、

味
野
地
区
の
防
災
力
の
向
上
を
目
指

し
、
味
野
小
地
域
学
校
協
働
本
部
実

行
委
員
会
と
協
力
し
、
毎
年
「
学
防

災
シ
リ
ー
ズ
」
と
称
し
て
防
災
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
続
け
る
な
か
で
、
防

災
の
意
識
や
知
識
の
習
得
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

が
深
ま
る
こ
と
で
、
災
害
だ
け
で
な

く
、
地
域
で
生
じ
る
あ
ら
ゆ
る
課
題

に
対
応
で
き
る
力
が
育
ま
れ
て
い
ま

す
。
「
学
防
災
シ
リ
ー
ズ
」
は
平
時

の
つ
な
が
り
を
非
常
時
の
力
へ
活
か

す
、
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

本
荘
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
コ
ロ
ナ
で
集
え
な
い
」
と
い
う
課

題
を
解
決
す
べ
く
、
情
報
発
信
技
術

の
活
用
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

開
設
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

自
宅
に
居
な
が
ら
地
域
行
事
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
毎
年
の
定
番
行
事
で

あ
っ
た
「
雛
め
ぐ
り
」
の
準
備
や
イ

ベ
ン
ト
の
様
子
を
動
画
と
し
て
公
開

し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
、

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
み
ん
な
で
つ
な
が
り
が
途

切
れ
な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

総人口 ３，５３５人

高齢化率 ３６．６１％

高齢者
支援センター 児島西

地域の
トピック

認知症カフェの運営や、
地域住民による地域住民
のための本荘活性化推進
協議会（生活支援団体）
等、支え合いの取り組み
も活発です。

総人口 ４，８３５人

高齢化率 ３５．５３％

高齢者
支援センター 児島西

地域の
トピック

令和3年度には多くの協力者
の方々に支えられ、「大正橋
こども食堂」が立ち上がりま
した。
【大正橋こども食堂】
開催日：毎月第３土曜日

11時～14時

わがまちの様子

わがまちの様子

本
荘
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「特定非営利活動法
人 みんなの集落研究
所」の永田さんを講
師に開催した「LINE
講座」の様子

チャンネル登録よろしくお願いします！
YouTubeで「本荘地区社会福祉協議会」と検索！

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

学
防
災
シ
リ
ー
ズ

「みんなで体験学防災」 「みんなで作って学防災」 「防災くるくる探検隊」

小学生と一緒に通学路を歩き、
危険箇所の把握や社会資源
（電話ボックスや消火栓等）
の確認を行いました。把握し
た情報はマッピングし、参加
者全員で共有しました。

被災した後のことを考え、土
のう袋づくりや、非常食を自
分で作って食べる体験も行い
ました。

災害発生時のイメージづく
りのため、消防団の活動紹
介や煙体験、消火器訓練、
段ボールベットづくりを行
いました。

終了後は「大正橋
こども食堂」へ行
きました！

ま
な
ぼ
う
さ
い
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
自
分
や
身
近
な

人
が
感
染
し
た
場
合
、
日
常
生
活
に
多
く
の

制
限
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
子
育
て
世
帯
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
子
ど
も
に
は
お

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
た
い
。
で
も
買
い
物

に
行
け
な
い
。
頼
る
親
戚
も
い
な
い…
」

そ
ん
な
課
題
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
赤
崎

地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
す
。

※

互
近
助
パ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

活
用
し
、
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
人
の
自
宅
の
玄
関
先
に
、
食
品
・
食
材
を

届
け
る
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

感
染
し
、
孤
立
し
て
い
た
住
民
か
ら
は
、

「
地
域
の
人
た
ち
が
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
ん
だ
と
思
う
と
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」

と
話
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

距
離
を
と
る
対
策
が
徹
底
さ
れ
る
な
か
、

「
心
の
距
離
」
を
近
づ
け
る
取
り
組
み
が
赤

崎
に
は
あ
り
ま
し
た
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

「
情
報
発
信
」
に
は
様
々
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の
方
法

に
偏
っ
て
し
ま
う
と
、
情
報
が
十

分
に
行
き
届
き
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て

い
る
の
が
吹
上
自
治
会
で
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
メ
ー
ル
、
貼
り
紙

や
声
掛
け
と
い
っ
た
、
一
つ
の
方

法
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
様
々
な
方

法
を
活
用
し
情
報
発
信
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
情
報
の
共
有
は
住
民
個
人

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
通
い
の
場

で
あ
る
「
吹
上
サ
ロ
ン
」
や
地
域

の
社
会
福
祉
法
人
と
い
っ
た
、
様

々
な
場
や
機
関
と
の
つ
な
が
り
の

強
化
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

総人口 ２，４２５人

高齢化率 ４７．２６％

高齢者
支援センター 下津井

地域の
トピック

吹上サロンは、デイサービス
センター しおかぜ城山の場
所を活用した住民主体の通い
の場です。この場所は届出避
難所としても活用されていま
す。

総人口 ７，５８８人

高齢化率 ３３．０５％

高齢者
支援センター 赤崎

地域の
トピック

赤崎竜王ふくし会（小地域ケ
ア会議）には、地域子育て支
援拠点や児童発達支援事業所
等、子育てに関わる専門職も
多数参加しています。

わがまちの様子

わがまちの様子

赤
崎
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
支
え
合
い
活
動

意見を交わす関係者

「コロナに感染した人たちにこそ支援が
必要。感染者は決して非難の対象ではな
い。非難を強めることは、体調不良を隠
してしまい、病気の発見が遅れるかもし
れない。地域で助け合ってコロナを乗り
越えることが大切なのではないか」と話
す民生委員。

食材・食品を運ぶ民生委員

食べ物ではなく、「心」を運んでいるようにも見えました。

吹
上
自
治
会
の
情
報
発
信

LINEができる方にはLINEで情報発信！

ガラケーの方には
メールで情報発信！

貼り紙もしっかり
活用しています。

自治会長の岩津さん
は、「完璧な情報発
信はない。いろいろ
な人に合った情報発
信を考えていくこと
が大切」と話します。

「吹上サロン」
情報を紡いだ先にあるのは

「つながり」という地域の宝物でした。
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「
社
会
福
祉
法
人
し
お
か
ぜ
」
で

は
、
住
民
が
い
つ
ま
で
も
地
域
で
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
地

域
支
援
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ

の
事
業
を
担
当
す
る
理
学
療
法

士
の
土
岐

弥
優
さ
ん
は
、
下
津
井
に

あ
る
通
い
の
場
（
約
８
か
所
）
に
足

を
運
び
、
健
康
づ
く
り
へ
の
助
言
や

サ
ロ
ン
運
営
の
支
援
の
他
、
様
々
な

相
談
に
対
応
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
手
作
り

の
健
康
手
帳
を
作
成
・
配
布
し
、
家

庭
で
も
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る

し
く
み
を
考
案
し
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
、
住
民
の
た
め
、
地

域
に
寄
り
添
う
専
門
職
は
、
今
日
も

地
域
の
ど
こ
か
で
活
躍
中
で
す
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

郷
内
地
区
で
は
、
公
的
な
制
度

が
使
え
な
い
高
齢
者
、
障
が
い
者

の
移
動
を
支
え
る
た
め
、
個
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
サ
ポ
ー
ト
カ
ー

恵
比
寿
」
と
、
郷
内
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
「
ぐ
る
っ
と
ご
う
な

い
」
が
活
躍
中
で
す
。

郷
内
地
区
で
は
以
前
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
導
入
も
検
討

さ
れ
ま
し
た
が
、
山
々
に
囲
ま
れ

た
郷
内
地
区
で
は
、
「
乗
り
合
い

場
所
ま
で
行
け
な
い
」
と
い
っ
た

声
も
多
く
利
用
を
断
念
。
「
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
」
（
玄
関
先
か
ら
目
的

地
ま
で
）
を
基
本
に
生
ま
れ
た
仕

組
み
が
「
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
恵
比
寿
」

と
「
ぐ
る
っ
と
ご
う
な
い
」
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
恵
比
寿

＆
ぐ
る
っ
と
ご
う
な
い

総人口 ９，０７７人

高齢化率 ２８．５９％

高齢者
支援センター 郷内

地域の
トピック

令和３年度はコロナの影響で
小地域ケア会議が実施できま
せんでしたが、今までの小地
域ケア会議のつながりで「ぐ
るっとごうない」を含めた新
しい取り組みが始まっていま
す。

総人口 １，８８５人

高齢化率 ３８．９９％

高齢者
支援センター 下津井

地域の
トピック

グランドゴルフが活発な地域
で、中には３６５日行ってい
るグランドゴルフ同好会もあ
ります。

わがまちの様子

わがまちの様子

地区社協が取
り組むことで、
見守りや、つ
ながりづくり
にも役立って
います。

「ぐるっとご
うない」で使
用する車は地
域からのご寄
付でいただき
ました。

自家用車を活用した「サポートカー恵比寿」の
車内には「※互近助パントリーボックス」が設
置されています。

社
会
福
祉
法
人

し
お
か
ぜ

地
域
支
援
事
業
に
よ
る
通
い
の
場
支
援

地域住民からは「みっちゃん」の
愛称で親しまれている地域支援事
業担当の土岐 弥優さんのメイン

業務は、「地域に出ること」。
早朝から地域に出かけます。

手づくりの「健康手帳」には、
天気・血圧・脈拍・体温の他、
「今日のひとこと」を記載でき
ます。
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上
成
て
く
て
く
お
散
歩
マ
ッ
プ

玉
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

乙
島
ジ
ャ
ク
獲
り
大
会

総人口 ７，１５７人

高齢化率 ２５．３％

高齢者
支援センター 玉島東

地域の
トピック

地区社協の設立が昭和52年と、
倉敷で一番歴史があります。住
民運動会など、スポーツが盛ん
で、夜間の安全パトロールや土
手の漏水対応など、地域の安全
にも気を配っています。

わがまちの様子

わがまちの様子

こ
れ
ま
で
上
成
地
区
社
協
で
は
「
地
域

の
子
供
た
ち
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う

気
持
ち
か
ら
、
住
民
運
動
会
な
ど
の
世
代

間
交
流
に
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
規
模
な
交

流
事
業
の
実
施
が
難
し
い
状
況
と
な
り
、

代
わ
り
に
取
り
組
め
る
内
容
を
検
討
し
ま

し
た
。

地
域
に
目
を
向
け
る
と
、
密
を
避
け
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
多
世
代
が
活
用
で
き
る
お
散

歩
マ
ッ
プ
の
作
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
住
民

だ
か
ら
知
っ
て
い
る
景
色
が
き
れ
い
な
ス

ポ
ッ
ト
や
、
花
を
き
れ
い
に
育
て
て
い
る

所
、
歴
史
が
わ
か
る
石
碑
な
ど
の
情
報
を

盛
り
込
み
、
楽
し
み
が
増
え
る
こ
と
で
、

家
族
で
歩
く
き
っ
か
け
に
も
な
る
よ
う
な
、

新
た
な
交
流
を
目
指
し
ま
す
。

このマップを活用して多世代で一緒に歩くことができ、ウォーク
ラリーなどの新たに楽しめるアイデアも生まれています。

高
梁
川
の
河
口
で
獲
れ
る
穴
ジ
ャ
コ
の
こ

と
を
乙
島
で
は
「
乙
島
ジ
ャ
ク
」
と
呼
び
、

地
区
社
協
主
催
で
獲
れ
た
数
を
競
う
大
会
を

毎
年
開
催
し
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
多
く

の
住
民
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
穴
に
潜
ん
で

い
る
ジ
ャ
コ
を
獲
る
に
は
コ
ツ
が
あ
り
、
経

験
が
な
い
と
難
し
い
の
で
す
が
、
大
会
で
は

乙
島
が
誇
る
ジ
ャ
コ
獲
り
名
人
が
獲
り
方
を

教
え
、
事
前
に
獲
っ
て
い
た
ジ
ャ
コ
を
素
揚

げ
に
し
て
く
れ
て
、
参
加
者
に
振
舞
っ
て
く

れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
が
開
催
で
き
な
い
間
も
、

名
人
は
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
子
ど
も

た
ち
に
獲
り
方
を
教
え
る
な
ど
、
楽
し
み
を

伝
え
る
こ
と
か
ら
自
然
な
交
流
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
若
い
世
代
か
ら
は
、
ジ
ャ
コ
の
新

し
い
調
理
の
ア
イ
デ
ア
も
出
る
よ
う
に
な
り
、

楽
し
み
を
つ
な
ぐ
こ
と
か
ら
、
地
域
の
つ
な

が
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

総人口 ６，２９１人

高齢化率 ３２．６２％

高齢者
支援セン
ター

玉島東

地域の
トピック

外出に困る住民に向けて、乙
島らんらんというボランティ
アによる福祉無償運送が行わ
れています。坂や細い道が多
いという地域課題を、住民力
でカバーしています。

マップには見どころの写真も掲載し、地域に
詳しい方からお聞きした情報も盛り込みます。

コロナ禍以前の大会では、多く獲れたチームを
表彰し、参加者全員にその場で食べられるジャ
コの素揚げが振舞われました。

獲れたジャコは素揚げだけでなく、パスタにしたりスープにし
たりと、新しい調理方法が考えられています。
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子
ど
も
食
堂
あ
お
ぞ
ら

玉
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

総人口 ３，９１６人

高齢化率 ２７．５８％

高齢者
支援センター 玉島東

地域の
トピック

高い避難場所がないという課題
がありましたが、避難にいとま
のない時の緊急避難用に、小学
校の4階に通じる外付け階段が
設置されました。市と協議を重
ね、道路から階段に渡れる通路
も整備されました。

総人口 ８，７６４人

高齢化率 ３０．３４％

高齢者
支援センター 玉島中部

地域の
トピック

孤立しがちな高齢者の見守りに
力を入れており、小地域ケア会
議でも通いの場の検討や、コロ
ナ禍の柔軟な見守り方などを話
し合ってます。

わがまちの様子

わがまちの様子 公
会
堂
や
集
会
所
の
活
用
以
外
に
も
、
こ

の
学
区
な
ら
で
は
の
人
が
集
う
場
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
の
雰
囲
気
が
残
る
レ
ト
ロ

な
街
並
み
の
清
心
町
商
店
街
に
あ
る
元
婦
人

服
店
「
旧
玉
屋
」
で
は
、
様
々
な
人
に
場
所

を
開
放
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
高
齢
者
の

体
操
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
の

集
い
や
交
流
の
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
ち
ら
で
行
っ
て
い
る
井
戸
端
食

堂
で
は
、
近
所
の
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
な

ど
、
世
代
や
住
ん
で
い
る
地
域
も
違
う
参
加

者
が
、
「
食
」
を
き
っ
か
け
に
交
流
す
る
機

会
に
な
っ
て
お
り
、
自
宅
や
職
場
、
学
校
と

も
違
う
居
場
所
を
求
め
て
訪
れ
る
人
も
い
ま

す
。
集
ま
る
場
所
が
少
な
い
と
い
う
地
域
課

題
の
解
消
を
、
地
域
に
愛
さ
れ
た
「
元
店
舗
」

を
活
用
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

里
親
や
保
護
司
の
活
動
も
行
っ
て
い

る
乙
島
東
地
区
の
「
天
理
教
も
た
え
の

さ
と
分
教
会
」
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
つ

な
が
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
も
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
令
和

３
年
５
月
か
ら
子
ど
も
食
堂
「
あ
お
ぞ

ら
」
を
始
め
ま
し
た
。
地
域
に
お
知
ら

せ
す
る
と
、
栄
養
満
点
の
持
ち
帰
り
弁

当
は
仕
事
帰
り
の
マ
マ
さ
ん
や
近
所
の

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
、
様
々
な

世
代
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
で
き
た
つ
な
が
り
か
ら
、

「
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
わ
か
ら
な
く
て

悩
ん
で
い
た
」
な
ど
、
暮
ら
し
の
細
か

い
困
り
ご
と
も
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

お店の外観は雰囲気が
残っているので、訪れ
る人からは「懐かしい」
との声も。

子どもたちも受付けや検温
など、できる事をお手伝い。
活動を知った地域の方から
野菜の提供もあり、色んな
所で活躍が広がっています。

井戸端食堂の様子。栄養学科の学生が
参加したときは、学校で学んだ力を発
揮してくれました。

「あおぞら」という名前は、
以前この地区にあった子ども
会の名前。また自然に子ども
が集える場所にしたいと思い
を込めてつけられました。実際に防災訓練で使用して、住民への周知

を行いました。訓練では4階で保存食や防
災グッズの展示を行い、防災の意識を高め
ています。

乙島東小学校に設置された外付け階段。

健康教室の様子。会場にはテーブルや椅子以外
にプロジェクターなどの機器もあるので、映像
を映すことも可能です。 Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
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い
き
い
き
元
気
柏
島

代表の太田さん（写真左）は愛育委員の活動もされていて他地区との
つながりもあり、そこで得たアイデアもサロンで活かしています。

玉
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ゃ
ん
こ
ら

総人口 ５，９６４人

高齢化率 ３７．２９％

高齢者
支援センター 玉島中部

地域の
トピック

小地域ケア会議では、住民
に伝えたい大切な情報を毎
年「柏島ささえあいだより」
にまとめ、民生委員や福祉
協力員が連携し、全世帯に
配布しています。

総人口 ７，９４４人

高齢化率 ３４．９３％

高齢者
支援センター 玉島南

地域の
トピック

海に近い黒崎本村南町内会で
は、危機意識を持ち独自の防
災マップを作成しており、こ
の取り組みは他地区のマップ
づくりでも参考にされていま
す。

わがまちの様子

わがまちの様子

柏
島
で
は
、
通
い
の
場
を
テ
ー
マ
に

小
地
域
ケ
ア
会
議
で
検
討
し
て
い
た
時

に
、
住
民
の
力
で
こ
れ
ま
で
把
握
で
き

て
い
な
か
っ
た
通
い
の
場
を
発
見
し
た

り
、
新
た
に
立
ち
上
が
っ
た
り
と
、
通

い
の
場
の
数
が
急
速
に
増
え
ま
し
た
。

ま
た
柏
島
に
は
、
10
年
以
上
前
か
ら

活
動
し
て
い
る
サ
ロ
ン
も
あ
り
ま
す
。

「
い
き
い
き
元
気
柏
島
」
は
平
成
18
年

頃
か
ら
続
い
て
い
て
、
季
節
を
感
じ
ら

れ
る
行
事
や
、
他
の
団
体
か
ら
得
た
ア

イ
デ
ア
を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、
予

定
も
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い

ま
す
。
こ
の
場
が
個
人
と
地
域
を
結
ん

で
い
る
の
で
、
参
加
す
る
こ
と
で
自
然

と
情
報
が
入
り
、
困
り
ご
と
が
あ
っ
て

も
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
安
心
感
が
生

ま
れ
ま
す
。

玉
島
南
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
圏
域

で
は
、
高
知
県
か
ら
広
ま
っ
た
百
歳
体
操

に
「
う
み
」
や
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」

な
ど
、
玉
島
南
の
地
域
を
連
想
す
る
童
謡

を
つ
け
、
ゆ
っ
く
り
と
負
荷
が
か
か
る
独

自
の
工
夫
を
し
た
「
い
き
い
き
元
気
体

操
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
11
月
か
ら
黒
崎
地
区
で
立
ち

上
が
っ
た
サ
ロ
ン
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ゃ
ん

こ
ら
」
で
も
、
こ
の
体
操
を
通
じ
て
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ン
作
り
や
地
元
の
山
歩
き
な
ど
、
サ
ロ

ン
の
日
以
外
で
も
趣
味
活
動
に
誘
い
合
っ

て
い
て
、
山
で
採
れ
た
素
材
な
ど
を
活
用

し
た
ガ
ー
ラ
ン
ド
や
リ
ー
ス
作
り
も
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
味
活
動
が
活

き
、
お
互
い
が
自
然
と
気
に
か
け
合
う
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

コロナ禍以前は、歌いながら体操を行っていました。歌の
リズムに合わせてゆっくりと負荷をかけることで、体操の
効果も上がります。

名前もみんなで決めた「いきいき元気柏島」。柏島地区
では、通いの場から地域のつながりが続いています。

山で集めた花や木の実を使い、
公会堂に飾っているリースも
手作り。近くの幼稚園などに
も贈りました。
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ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
㏌
沙
美

日
本
の
渚
百
選
に
選
ば
れ
た
沙
美
海
岸
は
、

住
民
に
と
っ
て
地
区
を
象
徴
す
る
大
切
な
場

所
で
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
海
開
き
が

さ
れ
て
い
な
い
期
間
も
砂
浜
を
訪
れ
る
人
は

多
く
、
放
置
さ
れ
る
ゴ
ミ
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
認
知
症
や
地
域
資
源
な
ど
、
沙

美
の
地
域
課
題
を
検
討
し
て
き
た
小
地
域
ケ

ア
会
議
、
通
称
「
さ
み
っ
と
」
で
も
こ
の
問

題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
沙
美
地

区
社
協
が
主
と
な
り
、
住
民
や
学
校
、
福
祉

施
設
な
ど
の
力
も
加
わ
り
、
綺
麗
な
砂
浜
を

守
る
た
め
の
清
掃
活
動
「
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
㏌
沙
美
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

多
く
の
人
が
ゴ
ミ
拾
い
に
関
わ
る
こ
と
で
、

普
段
か
ら
砂
浜
清
掃
を
し
て
い
る
方
の
存
在

を
知
る
こ
と
も
で
き
、
地
域
を
大
事
に
す
る

意
識
も
磨
か
れ
ま
し
た
。

玉
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

地
域
お
助
け
キ
ッ
ズ

買
物
移
動
支
援

総人口 １，０４７人

高齢化率 ４７．１８％

高齢者
支援センター 玉島南

地域の
トピック

認知症の方を地域で見守るた
めに、小・中学校での認知症
サポーター養成講座の開催や、
声かけ模擬訓練を実施するな
ど、地域にやさしい意識が育
まれています。

総人口 ７９４人

高齢化率 ５３．５３％

高齢者
支援センター 玉島南

地域の
トピック

地域の見どころを紹介するお
散歩マップに、防災の情報を
追加する取り組みを行ってい
ます。マップを基に歩き、資
源の把握にもつなげています。

わがまちの様子

わがまちの様子

南
浦
小
学
校
は
、
小
規
模
校
の
た
め

子
ど
も
の
数
は
少
な
い
で
す
が
、
普
段

か
ら
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
強
い
地
区

で
す
。
日
頃
か
ら
学
校
を
支
え
て
く
れ

て
い
る
地
域
に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち

は
「
地
域
お
助
け
キ
ッ
ズ
」
と
し
て
住

民
の
集
う
イ
ベ
ン
ト
時
に
一
緒
に
健
康

体
操
を
し
た
り
、
高
齢
者
に
年
賀
状
で

元
気
を
届
け
た
り
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
買
い
物
が
で
き
る
商
店
が
少

な
い
と
い
う
地
域
の
問
題
も
あ
り
ま
し

た
が
、
小
地
域
ケ
ア
会
議
で
話
し
合
い
、

地
元
の
社
会
福
祉
法
人
の
協
力
を
得
て
、

隣
町
の
大
型
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
移
動

支
援
の
車
を
走
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
課
題
は
あ
っ
て
も
、

普
段
か
ら
の
つ
な
が
り
が
南
浦
の
暮
ら

し
を
支
え
て
い
ま
す
。

食材の買い物だけでなく、衣料品やATMなどもある大型スーパー
なので、生活に必要なものを自分で選ぶことができます。車の乗
降場所なども、協力的な店長さんが相談に乗ってくれました。

近隣のお店や福祉施設の職員、他の地区からの
ボランティアも駆けつけてくれました。

地域に向けてできることを取り組
む「地域お助けキッズ」オリジナ
ルバッチが贈呈されました。学校
を卒業しても、地域を想う気持ち
は続いていきます。

家族での参加も多く、交流
と清掃を兼ね合わせた活動
となっています。
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ほ
っ
と
笑
待
会

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
直
後
、

長
尾
地
区
に
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
本
部
が
置
か
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
多
く
の
被
災
者
が
長
尾
地
区
の

み
な
し
仮
設
住
宅
を
利
用
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
様
々
な
場
面
で
住
民
に
よ

る
支
援
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
の
一
つ
に
、
玉
島
地
区
の

心
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
有
志
や
長
尾

地
区
の
有
志
が
協
力
し
、
住
み
慣
れ
た

真
備
か
ら
離
れ
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
へ

の
不
安
を
抱
え
た
被
災
者
が
交
流
し
て
、

玉
島
の
住
民
と
も
つ
な
が
る
機
会
と
な

る
「
ほ
っ
と
笑
待
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

被
災
者
を
笑
顔
で
招
待
し
て
、
気
持
ち

の
復
興
に
寄
り
添
い
、
時
に
被
災
者
に

も
活
躍
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ほ
っ
と

で
き
る
時
間
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

長尾の有志による手作りの小物入れや人形など
の作品は、お土産やくじ引きなどにして参加者
を元気付けました。

玉
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

お
家
で
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
５
日
間

総人口 １２，５５６人

高齢化率 １９．７４％

高齢者
支援センター 玉島北

地域の
トピック

小地域ケア会議では、見守り
や防災の検討を行っていて、
自主防災組織の情報共有など
も行っています。また、地区
社協でも防災講演会を開催し、
住民への意識啓発も行ってい
ます。

総人口 ７，２８１人

高齢化率 ３１．５２％

高齢者
支援センター 玉島北

地域の
トピック

地域の高齢者を招き、太鼓や
演芸などのステージで元気を
届ける「高齢者のつどい」を
実施しています。災害後は被
災者も招き、共に元気を分け
合いました。

わがまちの様子

わがまちの様子

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
活
動
が
難
し
い
な

か
、
富
田
地
区
社
協
で
は
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
た
だ
中
止
す
る
の
で
は
な
く
、
新
た

な
取
り
組
み
を
考
え
ま
し
た
。
「
お
家
で

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
５
日
間
」
は
、
家
族
で

誘
い
合
っ
て
参
加
し
、
高
齢
者
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
家
で
で
き
る
体
操
、
小
学
生
は

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
歯
磨
き
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
で
コ
ー
ス
を
決
め
、
生
活
習
慣

や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
目
標
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
こ
れ
か
ら
も
続
け

た
い
」
な
ど
前
向
き
な
声
も
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
集
っ
て
行
う
交
流
が
で
き
な
く
て

も
、
こ
の
企
画
が
き
っ
か
け
で
会
話
が
増

え
た
り
、
生
活
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け

に
な
っ
た
り
と
、
個
人
の
元
気
が
地
域
の

元
気
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

この取り組みには小学校の先生も参加し、
地区全体でチャレンジを盛り上げていま
す。アンケート結果も共有して、あとの
フォローもきちんと行います。

アンケートを確認する富田地区
社協の西尾会長。

5種類のコースを用意して、自分が
取り組みたいものを選べる工夫があ
ります。

生活の場所がバラバラになった被災者が再開できる場であり、同じ
地元でも関わることがなかった被災者がつながる場でもありました。
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男
性
料
理
教
室

穂
井
田
地
区
で
続
い
て
い
る
男
性
料
理

教
室
で
は
、
ち
ら
し
寿
司
や
ピ
ザ
、
う
ど

ん
な
ど
、
様
々
な
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。
普
段
は
料
理
に
関
わ
る
こ
と

が
少
な
い
男
性
が
、
魚
の
さ
ば
き
方
や
レ

シ
ピ
を
覚
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
学
童

保
育
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
た
会
食
会

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
を
作
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
、

食
材
を
持
ち
寄
っ
て
く
れ
る
の
も
こ
の
地

区
な
ら
で
は
。
男
性
の
活
躍
の
場
で
あ
り
、

仲
間
が
増
え
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
食
」
を
き
っ
か

け
と
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り
。
仲
間
を
つ

な
ぎ
、
世
代
を
つ
な
ぎ
、
何
よ
り
自
分
た

ち
が
楽
し
む
た
め
に
、
穂
井
田
の
男
性
た

ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
料
理
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

教室で行ったうどん作りのレシピは小地域ケア
会議通信を通じて地域にも紹介しています。

玉
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

総人口 １，４４０人

高齢化率 ４１．３２％

高齢者
支援センター 玉島北

地域の
トピック

憩いの家では、夏休みに小学
生を招いた茶道教室で、本格
的なお茶の体験が行われてい
ました。貴重な機会を大事に
するため、今後は小学校の課
外学習でも取り組む予定です。

わがまちの様子

食を通じて世代間交流が
できるのも、料理教室の
魅力です。

直接的支援から担い手の人材育成まで幅広く活躍「生活支援サービス団体連絡会」

倉敷市では、日々の生活のちょっとした困りごとに寄り添い
ながら支援を行う「生活支援サービス」が数多く生まれていま
す。支援の内容も家事のお手伝いから外出支援や子育て支援な
ど幅広く、それぞれの特徴を共有しネットワークを構築しなが
ら支え合いを強化していくことを目的に「生活支援サービス団
体連絡会」が開催されています。
地域の担い手の養成を目的とした「生活・介護支援サポー

ター養成講座」でも、様々な団体の活動紹介や実習の受入など、
生活支援サービス団体の果たす役割が
大きく令和３年度までに、約350名の
方が地域の新しい担い手として、講座
を修了しています。

生活支援サービス団体連絡会登録状況（令和４年２月現在）

サービス種別 団体数 実施主体

訪問支援 １２ 自治会・地区社協・NPO等

移動支援 ２ NPO・地区社協

常設型居場所 １ 地区社協

子育て支援 １ ファミリーサポート

認知症支援 ２ 個人ボランティア・NPO
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上
鳥
向
井
自
主
防
災
組
織

設
立
か
ら
15
年

船穂地区で行われた児童と地域住民合同の防災講演会の
様子。子どもだけでなく、大人だけでもない。大切なこ
とは世代を問わない。この防災講演会へ上鳥向自主防災
組織のメンバーはサポートする側として参加協力してい
ます。

真
備
・
船
穂
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

柳
井
原
地
区
は
、
人
口
の
約
18
％
が

後
期
高
齢
者
、
５
人
に
1
人
は
75
歳
以

上
の
地
域
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
サ
ロ
ン
活
動
が
盛
ん
で
、
な
か
に
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
か
ら
サ
ロ
ン
へ
は

し
ご
参
加
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

一
方
で
、
集
う
の
が
苦
手
な
方
や
開

催
場
所
ま
で
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
方

も
。そ

う
い
っ
た
方
に
は
、※

互
近
助
パ

ン
ト
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
が
ち
ょ
っ

と
お
宅
を
の
ぞ
い
た
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー

さ
ん
宅
に
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
も
ら
っ
た

り
で
つ
な
が
り
を
切
ら
さ
な
い
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

和
気
あ
い
あ
い
で

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

わがまちの様子

わがまちの様子

柳井原・堅盤谷サロンの有志
でサロンの参加者などにマス
クを作ってお渡ししています。

総人口 ７，１８２人

高齢化率 ２９．０７％

高齢者
支援センター 船穂

地域の
トピック

令和4年に94才になる岡村英子
さん(写真右)と船越米子さん(写真左)

は鳥向サロンに参加する地域の
お達者さん♪▶元気の秘訣は？
「ちゃーちゃー言うこと(笑)」
(岡村さん)「登校の見守り」(船
越さん)

総人口 ８２８人

高齢化率 ３１．５２％

高齢者
支援センター 船穂

地域の
トピック

柳井原グラウンドゴルフ同好会
は毎週木曜日・日曜日 8時30
分から柳井原第4公園で活動。
冬期は9時30分から。柳井原・
堅盤谷サロンは毎月1回 第２
水曜日10時～工夫を凝らして
開催しています♪

柳井原地区の互近助パントリーサポーター。
コロナ禍で大勢で集えなくても1対1だと密
にならず、話も弾みます。

上
鳥
向
町
内
会
は
、
ご
近
所
の
ゆ
る
や
か

な
見
守
り
が
根
づ
く
地
域
で
す
。
そ
の
一
助

を
担
っ
て
い
る
の
が
、
平
成
19
年
４
月
１
日

設
立
の
船
穂
上
鳥
向
自
主
防
災
組
織
で
す
。

町
内
の
交
流
を
図
り
、
向
こ
う
三
軒
両
隣

の
関
係
を
大
切
に
し
て
い
く
効
果
的
な
活
動

を
模
索
し
て
い
た
当
時
の
町
内
会
長
や
役
員

は
、
誰
も
が
関
心
を
持
ち
や
す
く
、
日
頃
か

ら
の
つ
な
が
り
が
重
要
な
地
域
の
防
災
活
動

こ
そ
こ
の
町
内
の
こ
れ
か
ら
に
必
要
だ
と
考

え
、
自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
ま
し
た
。

設
立
か
ら
15
年
、
こ
の
自
主
防
災
組
織
で

は
要
援
護
者
台
帳
を
基
に
独
自
の
連
絡
網
を

作
成
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
緊
急
時
の
声

掛
け
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
の
ゆ
る
や

か
な
見
守
り
づ
く
り
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

上鳥向町内会は現在58世帯。
防災研修会と炊き出し研修の様子。
毎年行っている防災研修会には、子ど
も達の参加も多く防災啓発とともに地
域ぐるみの、世代交流の場になってい
ます。

柳
井
原
小
学
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

同
好
会
。
名
前
で
呼
び
合
え
る
気
の
置

け
な
い
仲
間
た
ち
で
す
。
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※互近助パントリープロジェクトについては、

P20の下段をご参照ください。



川辺地区の防災訓練で、掲げることで一目で安否が確認でき
る「黄色いタスキ大作戦」が行われました。川辺地区全世帯
の６０％以上が参加！関心の高さがうかがえます。

タ
ス
キ
で
紡
ぐ

川
辺
の
防
災
意
識
と
絆

まちづくり主催の「冬まつり」で「川辺復興プ
ロジェクトあるく」が行った防災に関するアン
ケートの様子。

真
備
・
船
穂
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

岡
田
を
災
害
に
強
い
ま
ち
に

わがまちの様子

わがまちの様子

総人口 ４，０７７人

高齢化率 ２７．８４％

高齢者
支援センター 真備

地域の
トピック

川辺地区の老人クラブは毎
月、百歳体操、体操、手芸、
調理、グラウンドゴルフな
ど活発に活動しています。
「明日は○○があるよ」と
ご機嫌伺いも兼ねて電話で
声をかけあっています。

総人口 ３，７４４人

高齢化率 ３７．７４％

高齢者
支援センター 真備

地域の
トピック

岡田地区は歌声喫茶が盛んで、
被災後も再開を望む住民の声で
復旧前の分館にて開催されたほ
ど。民生委員の見守り活動も手
厚く、普段から気にかけ、顔を
会わす機会を大事にしています。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
以
降
、
川
辺

地
区
の
共
通
の
テ
ー
マ
は
「
逃
げ
遅
れ
ゼ

ロ
を
目
指
す
」
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、
地
域
の

各
種
団
体
と
協
力
し
「
町
内
会
ど
う
な
っ

て
い
る
会
」
や
「
川
辺
み
ら
い
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
の
開
催
回
数
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
「
防
災

・
減
災
に
は
普
段
か
ら
の
つ
な
が
り
が
必

要
」
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、
普
段
か

ら
の
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
方
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
情
報
が
得
に
く
い
方
へ
も
届

き
や
す
い
情
報
ル
ー
ト
を
開
発
す
る
た
め

に
、
様
々
な
場
所
や
社
会
資
源
と
協
働
し
、

普
段
の
掲
示
場
所
＋

の
場
所
で
の
黄
色

い
タ
ス
キ
Ｐ
Ｒ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
も
進
め

て
い
ま
す
。

岡
田
地
区
で
は
、
災
害
の
正
確
な
記
録

を
残
す
た
め
に
、
早
い
段
階
で
住
民
の
経

験
と
情
報
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

二
度
と
地
区
で
逃
げ
遅
れ
が
起
き
な
い
よ

う
、
避
難
に
関
す
る
内
容
も
盛
り
込
ん
だ

冊
子
「
岡
田
を
災
害
に
強
い
ま
ち
に
・
そ

の
①
に
げ
る
」
が
、
被
災
か
ら
１
年
半
後

に
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
検
証
を
続
け
、
被
災
後
の
暮

ら
し
の
な
か
で
感
じ
た
こ
と
や
、
地
区
で

行
わ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
情

報
も
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。
被
害
の
有

無
に
関
係
な
く
、
地
区
の
み
ん
な
が
大
変

な
思
い
を
経
験
し
た
こ
と
を
共
有
し
、
こ

れ
か
ら
地
域
や
個
人
で
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
第
２
弾
の
冊
子

「
そ
の
②
い
き
る
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

コロナ禍で集まって話し合うことが難しいなか、
オンラインも活用して検証を続けました。
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大学の先生の協力を得て、高齢者や子育て世代など、
多くの住民から集まった意見をまとめました。
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話し合いの中から生まれた事業
『満1歳誕生日祝い（写真右）『見守り
活動（写真右上）』『ふれあいウォーク
（写真左上）』つながることで見えてく
る、地域で暮らす安心感。

安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る

地
域
で
あ
る
た
め
に

薗
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
平
成
17
年
度
か
ら※

小

地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
学
区
内
の
団
体
が

一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
内
容
を
共
有
し
た
り
、

地
区
社
協
と
一
緒
に
で
き
る

こ
と
を
検
討
し
た
り
、
ま
た

団
体
か
ら
見
た
薗
学
区
内
の

『
気
に
な
る
こ
と
』
を
出
し

合
っ
た
り
し
ま
す
。

毎
年
繰
り
返
し
行
う
こ
と

で
、
薗
地
区
内
で
の
団
体
間

の
連
携
が
深
ま
り
風
通
し
の

良
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

コロナ禍で集って意見交換ができない
年は、文書で意見を交わし合います。

真
備
・
船
穂
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

『
ふ
な
飯
』
で
つ
な
が
る
地
域

わがまちの様子

わがまちの様子

総人口 ３，９５２人

高齢化率 ３３．３５％

高齢者
支援センター 真備

地域の
トピック

薗小学校が発行した
防災教育副読本
「西日本豪雨災害
の教訓を未来へ」が
被災の伝承や防災啓発のために
令和3年度、薗地区全世帯に配
布されました。

総人口 ２，０７３人

高齢化率 ４７．９％

高齢者
支援センター 真備

地域の
トピック

若葉台団地内の公園清掃・管
理ボランティアで活躍してい
る男たちの会「若葉共助会」。
毎月第3土曜日に定例会もあ
り、団地内の色々な作戦会議
が繰り広げられます。

「どこの子（孫）かな？」走り回る子ども達を皆が温かい目
で見守っています。

こ
の
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
な
ら
、
皆

が
知
っ
て
い
る
食
べ
物
が
『
ふ
な
飯
』
で

す
。
そ
の
単
語
だ
け
で
老
若
男
女
を
超
え

て
語
り
合
え
、
し
か
も
栄
養
満
点
。
食
べ

れ
ば
心
と
身
体
が
ほ
ぐ
れ
、
人
と
人
と
を

近
づ
け
る
「
ふ
な
飯
」
を
次
世
代
へ
伝
え

る
だ
け
で
な
く
「
食
」
を
通
じ
て
多
世
代

が
つ
な
が
る
集
い
を
続
け
て
い
る
の
が
二

万
地
区
社
協
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
最
近
は
、
一
斉
に
集
ま
ら

ず
、
三
々
五
々
に
集
ま
る
「
食
堂
」
方
式

で
、
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
地
域
の
人

が
や
っ
て
く
る
さ
ま
は
、
ま
さ
に
人
気
の

「
地
域
食
堂
」
で
す
。

「
し
ば
ら
く
ぶ
り
」
と
話
が
弾
み
、
ち
ょ

っ
と
し
た
支
え
合
い
の
作
戦
会
議
へ
発
展

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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地域のトピックから飛び出しました！
「若葉共助会」の皆さんです。

※小地域福祉活動計画とは、地域の福祉課題に対して
地区社協が計画的に取り組んでいくための中期的な
活動計画です。



研修は皆で地域を知ることから。学区内の様々な地縁団体、行政、
高齢者施設、障がい者施設。幼稚園、小学校、中学校、高校、支援
学校…多くの方々と一緒に研修会や、作戦会議を重ねています。 箭

田
家
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

みんなで助かるために。
箭田家のヘルプカード

真
備
・
船
穂
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

呉
妹
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
支

え
合
い
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
知
ら

ず
知
ら
ず
に
支
え
合
い
」
で
す
。

地
元
の
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
方
が
、
あ

る
時
は
、
地
域
の
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
で
配

る
お
菓
子
の
袋
詰
め
を
手
伝
っ
て
い
た
り
、

普
段
は
気
に
か
け
、
見
守
ら
れ
る
側
の
子

ど
も
達
が
、
敬
老
の
祝
い
品
に
添
え
る
手

紙
を
書
い
た
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活

動
の
担
い
手
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
の
義
理
と
た
く
さ
ん
の
楽

し
み
で
参
加
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
が
知
ら

ず
と
地
域
の
誰
か
の
た
め
に
な
っ
て
い
て
、

「
一
緒
に
ワ
イ
ワ
イ
し
て
る
と
た
の
し
い

よ
ね
」
「
あ
り
が
と
う
っ
て
言
わ
れ
る
と

び
っ
く
り
す
る
け
ど
嬉
し
い
よ
ね
」
そ
ん

な
会
話
が
よ
く
聞
か
れ
る
地
域
で
す
。

『
気
負
わ
な
い
』
が
支
え
る
地
域

わがまちの様子

わがまちの様子

総人口 １，８２６人

高齢化率 ４１．５６％

高齢者
支援センター 真備

地域の
トピック

各種団体の会合をはじめ、有志の集
いやサロンなど様々なところで防災
からご近所のちょっとしたことまで
語り合っています。それが「要配慮
者マイタイムライン」の作成に地域
を挙げて取り組めているきっかけに
なっています。

総人口 ４，２６３人

高齢化率 ３３．３３％

高齢者
支援セン
ター

真備

地域の
トピック

駅･支所･病院･老人保健施設･
デイサービスセンター･小規
模多機能施設･障がい者施設･
幼稚園･小学校･中学校･高校･
支援学校･スーパー･公民館･
運動公園など多くの社会資源
があります。

「トリックオアトリート」「お菓子をくれな
きゃいたずらするぞ。」おばあは子供たちの
ためにお菓子配りの役を、子どもたちは一人
暮らしのおばあを励ましに

「防災ばあ」
防災に興味のある方はだれ
でも参加可能です。地元の
企業（福長建設）の倉庫を
借りて集まっています。

PTA有志、地区社協、地域のボランティ
ア等、事業に共感した方がお手伝い。
「大変じゃけど楽しいで。」

箭
田
地
区
で
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
の
後
、
居
場
所
の
わ
か
ら
な
い
方
が
多
か

っ
た
と
い
う
反
省
か
ら
、
み
ん
な
で
助
か
る

た
め
に
先
ず
は
自
分
の
命
を
一
番
に
考
え
、

自
分
の
責
任
の
下
に
活
用
で
き
る
「
箭
田
家

の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
呼
び
か
け
に
、

学
区
の
な
か
に
あ
る
多
く
の
団
体
や
関
係
機

関
、
防
災
活
動
に
興
味
の
あ
る
住
民
が
参
加

し
、
何
度
も
研
修
会
や
振
り
返
り
の
会
を
重

ね
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
よ
り
強
固

で
生
き
た
関
係
が
築
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
カ
ー
ド
を
浸
透
さ
せ
る
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
か
ら
家
族
や
ご
近
所
へ
、

ご
近
所
の
数
人
同
士
の
つ
な
が
り
へ
、
町
内

へ
と
、
つ
な
が
り
合
っ
て
学
区
全
体
の
つ
な

が
り
を
生
む
よ
う
、
小
さ
な
単
位
で
取
り
こ

ぼ
さ
れ
な
い
仲
間
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
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平成26年3月に、地域の住民の方に行った服部地区の
気になることのアンケートの結果から、この見守り・
支え合い活動は始まりました。

見
守
り
、
支
え
合
い
活
動

服
部
地
区
の
見
守
り
支
え
合
い
活
動
は

被
災
を
経
験
す
る
以
前
か
ら
、
平
時
の
見

守
り
だ
け
で
な
く
災
害
時
の
声
掛
け
の
必

要
性
の
有
無
を
織
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
の
方
だ
け
で
な
く
、
昼
間
に

一
人
に
な
る
方
の
と
こ
ろ
に
も
、
家
族
や

本
人
が
希
望
す
れ
ば
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
見
守
り
支
え
合
い
活
動
が
被

災
時
に
無
事
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
要

因
に
も
な
り
ま
し
た
。

見
守
り
を
す
る
方
が
当
番
制
で
年
度
ご

と
に
交
代
す
る
地
区
も
あ
り
ま
す
が
、
人

が
変
わ
る
こ
と
を
マ
イ
ナ
ス
に
捉
え
ず
、

新
た
な
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
を
お
互

い
に
楽
し
む
余
裕
を
持
ち
な
が
ら
、
ゆ
る

や
か
に
し
か
し
確
か
な
つ
な
が
り
が
根
づ

い
て
い
ま
す
。

服部地区見守り支え合い活動の五ヵ条。
小地域ケア合会議の開会前に毎回唱和
しています。

真
備
・
船
穂
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例 わがまちの様子

総人口 ５１３人

高齢化率 ３９．９６％

担当高齢者
支援センター 真備

地域の
トピック

被災後、自主防災組織が4箇所
新たにできました。住民の方た
ちの防災意識と地域のなかにあ
る様々な社会資源が上手につな
がった結果です。

「年齢を重ねても、住み慣れた地域で元気
で活躍を続けたい」
そんな元気な地域づくりを応援するために
は、関係機関もまた、ネットワークを構築
しながらそれぞれの得意分野を発揮しなが
ら地域に寄り添い続ける必要があります。
高齢者活躍推進地域づくりネットワーク

会議はそのような支え合いの仕組みづくり
を倉敷市域で検討・協議しながら、様々な
活動を通してもっと支え合いの輪を広げる
取り組みを行っています。

１．地域づくりの活動に取り組みます。
・通いの場ガイドブックや事例集の作成
・支え合いのまちづくりフォーラム
・サロン交流会 等
２．新しい支援体制を構築します。
３．既存の支援・新たな支援を各所属で

連携しながら応援します。

どんな活動をしているの？

生活支援
コーディネーター

事務局
健康長寿課
地域包括ケア
推進室 市担当課

（市民活動推進課・健康づくり課・
生涯学習課・スポーツ振興課）

高齢者
支援センター

老人
クラブ

シルバー
人材センター

社会福祉
協議会

元気な地域づくりを市域で応援！「高齢者活躍推進地域づくりネットワーク会議」
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生活支援
コーディネーターは

「お節介」と

「安請け合い」で

元気な地域づくりを

しっかり応援する

職員です！

生活支援コーディネーター
は社会福祉協議会に配置
されています

倉敷市社会福祉協議会
☎０８６-４３４-３３０１

私たちの暮らす地域には、住民同士のつな
がりや関係性から生まれた、たくさんのお互
いさまが存在し、暮らしの場に応じた「手づ
くりの支え合い」がたくさんあります。

地域の宝物である、人や文化や既存の取組
を教えていただきながら、地域の一員として、
「支え合いの地域づくり」を応援してまいり
ます。

人と活躍の場をつなぐ

意識をつなぐ・心をつなぐ

人と居場所をつなぐ

人と支援をつなぐ

人と人をつなぐ

生活支援コーディネーターをご存知ですか？

生活支援コーディネーターは、別名「地域支
え合い推進員」とも呼ばれ、一人ひとりの元気
な暮らし、支え合いの地域づくりを住民や関係
機関と一緒になって推進する「つなぐ専門職」
です。

人と情報をつなぐ

これまでの
ガイドブック・
事例集は
こちらから

mailto:wlfgsc@city.kurashiki.okayama.jp
mailto:kurasyakyo@kurashikisyakyo.or.jp
mailto:urasyakyo@kurashikisyakyo.or.jp

